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РКОГОСОЕ 


by 伊藤 政則 


* 努 力 に 勝る 天才 な し * 一 一 ゲイ リー・ ム ー ア に よく 
似合う 言葉 で ある 。 擬 神 ギ タリ スト . 壮 絶 ギ タリ スト …… 
彼 を 絶賛 する 言葉 は 枚挙 に いと ま が な い 。 し か し 、 天 地 
と 呼ぶ に は あま り に も 波乱 万 天 の 人 生 を 送り すぎ て いる 。 
ゲ ダイ リー・ ム ー ア の 顔 に は その 人 生 の 流れ が 如 実 に 表 わ 
れ て いる 。 イ メー ジ で いえ ば “地獄 を 見 て きた 男 ” と か 
* 地 獄 の 淵 か ら 豆 っ た 男 ” と か 、 い わ ば 不死 鳥 の よう な 
遅し き が ある 。 苦労 に 苦労 を 重ね て 今日 の 地位 を 築き あ 
げた ゲイ リー・ ム ー ア に は 、 や は り “努力 に 勝る 天才 な 
“ا‎ と いう 言葉 が 一 番 フ ィ ッ ト す る 。 

ゲ ダイ リー・ ム ー ア は 現代 の 吟遊 詩人 で ある 。 ギ ター を 
抱い た 渡り 鳥 と 呼ば れる よう に 、 彼 は 様々 な バン ド を 経 
て 腕 を 磨き 、 ブ ルー ス 、 R&B, ジャ ズ 、 ハ ー ド ・ ロ ッ 
ク と いっ た ジャ ン ル の 音楽 を すべ て 自分 流 に 宮 服 し 、 そ 
し て 、 ギ ター で 自己 を 表現 する と いう 方 法 を 求め て いっ 
た 。 ギ ター で 自己 を 表現 する の は ギタ リス ト な ら 当 然 な 
の だ が 、 ゲ ダイ リー の 場合 は あま り に も 人 間 的 な 優し き が 
に じみ 出 た 、 感 情 表現 の 豊か な メロ ディ が その 手段 と な 
っ て いた 。 モ ダン な 音楽 が 主流 に な りつ つ あ る 今 、 彼 の 
創る ロッ ク は 時 と し て 時 代 遅 れ の 音 に 聞こ える か も 知れ 
な い 。 プ ルー ス を 基盤 に し た 、 し か も 甘い ラブ ・ ソ ング 
を 歌っ て いる の だ 。 し か し 、 そ こ に は モダ ン な 音楽 が 持 
ち 得 な い ぃ い 八 間 本 来 の 優し さ が 見 事 な ほ ど に 碑 打 っ て いる 。 
彼 の アル バム を 聴く 度 に 、 故郷 に 帰っ て いく よう な 安 二 
шэ き あ が る の は 、 そ の た めで ある 。 思わ ず ホ ーッ と 
溜息 が 出 て くる あの 感じ が 、 ア ルフ ババ ム の 全編 を 包ん で い 
る の で ある 。 彼 は ギタ ー で 詩 を 組 っ て いる 。 し か も 、 彼 
特有 の 照 れ を 全面 に 押し 出し な が ら 、 豊 か な 感情 表現 が 
大 き な 輸 と な っ て 聴き 手 の 体 を すっ ぽ ぱり と 包 み 込む の で 
ある 。 

本 来 、 男 と は 照れ 屋 で あり 、 詩 人 で ある 。 ゲ ダイ リー・ 
ムー ア は 素朴 に も 、 そ の 男 と し て の 本 来 の 次 を 体現 し て 
ぃ いる 。 女 性 的 と いう か ユニ ・ セ ックス 的 な ギタ リス ト が 
流行 し て いる 昨今 の 状況 を 見 て も 、 ゲ イリ ー・ ム ー ア は 
男 の 中 の 男 だ と 思え て くる 。 MERX ) л ҺО 
acess ВИЛИ کر‎ Ro TENTHS. 


ゲイ リー・ ム ー ア の 生年 月 日 に は 何故 か 諸説 が ある 。 


日 本 側 の 資料 に よる と *54 年 と いう 説 が 濃厚 だ が 、 僕 が ロ 
ンド ン で 入手 し た 資料 に よる と '52 年 4 月 4 日 と な っ て い 
る 。 こ れ は "79 年 に シン ・ リ ジィ が 『 プ ラッ ク ・ ロ ー ズ 。 
を 発表 し た 時 に 、 マ ネー ジメント が 制作 し た "シン ・ リ 
ジィ ・ ブ ッ ク “( 後 に 60 ペ ンス で 発売 され た ) の 中 に 書か 
れ て いた も の で 、 確か に '52 年 4 月 4 H と 記さ れ で て いる 。 
僕 は こち ら の 説 を 取っ て いる ・………… 1 

'52 年 4 月 4 日 、 役 は 北ア イル ラン ド の ベル ファ スト に 
生ま れ た 。 ベ ペル ファ スト と いえ ば 英国 を 悩ま せ て いる 宗 
教 戦争 の 中 心地 で 、 い ま も 数 多く の ソル ジャ ー が 戦火 の 
中 に いる 。 役 の 父親 は 音楽 の プロ モー ター の 仕事 を し て 
いた 。 子供 の 頃 の 環境 が その 子供 の 将来 を 決め る と は よ 
《 く 言わ れる こと だ が 、 デ ゲイ リ ー が ご く 自 然 に 音楽 に 則 味 
を 持ち 始め た の も 、 ま さ に 環境 が すべ て だ っ た 。 
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7 歳 で ビア デア ノ を 始め た ゲイ リー だ っ た が 、 彼 の 憧れ は 
次 第 に シャ ドウ ズ の ハン ク ・ マ ー ビ ン へ と 移っ て いっ な た 。 
彼 が 現在 手 に し て いる ピン グ 色 の スト ラ ト は 、 こ の 項 ハ 
ンク ・ マ ー ビ ン が 使っ て いた スト ラ ト と 同じ も る の で 、 数 
年 前 に や っ と の こと で 入手 し た ギタ ー で も ある 。11 歳 に 
な っ て 彼 は ドイ ツ 製 の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 買っ 
b boks 5 ポン ド で 手 に し た ギタ ー、 こ れ が ギタ ー 
と の 最初 の 出合 いで あっ た 。 シャ ドウ ズ 、 ピ ビー トル デズ の 
コピ ー か ら 始 まっ て 、 彼 は 当時 ヨー ロッ パ で 一 大 ブ ー ム 
を 巻き 起こ し て いた プル ー ス ・ ブ プー ム へ 傾倒 し て いっ た 。 
プ ブルー スプ レイ カー ズ の エリ ッ ク ・ ク ラプ トン 、 ジ ミ ・ 
ヘン ドリ ックス 、 当 時 、 身 の まわ り に は ギタ ー の 教師 に 
な り そ う な ミュ ー ジ シャ ン は 教 多 く 存 在 し て いた 。 アー 
チュ ア ・ バ ンド 、 メ モッ ド を 結成 し た の は この 頃 の こと 


で ある 。 


A 


メ セ モッ ド は ブルース ・ ロ ッ ク ・ バ ンド で 南ア デイ ル ラ ン 
ド ま で サー キッ ト す る ほど の バン ド だ っ た 。 ダ プリ ン で 
スキ ッ ド ・ ロ ウ の 前 座 と し て 出演 し た 際 に 、 ス キッ ド ・ 
ロウ の ギタ リス ト が 交通 事故 で 負 働 し て し まい 、 ゲ イリ 
ー は 後任 の ギタ リス ト に 加入 し な いか と いう 誘い を うけ 
る 。 ス キッ ド ・ ロ ウ は ダブ リン の 英雄 と し て 知ら れ て い 
た バン ド で 、 ゲ イリ ー は プロ に な る 絶好 の チャ ンス と ば 
か り に 後任 の ギタ リス ト の 座 を 得 た の で ある 。 

スキ ッ ド ・ ロ ウ は その 後 ア イル ラン ド を サー キッ ト も 
て いた フリ ー ト ウッ ド ・ マ ッ ク の 前 座 と し て 超 用 きれ だ 
が 、 フ リー トウ ッ ド ・ マ ッ ク の ギタ リス ト 、 ビー ター 
グリ ー ン が ゲイ リー の プレ ー を 気に入っ て 、 CBS と の 
契約 に 者 走 。 ま ず 、 ロ ンド ン で 数 回 の ギグ を や っ た 上 で 
正式 に CB S と 在 約 を 交 す こと に な っ た 。 

そし て '70 年 3 月 スキ ネ キッ ド ・ ロウ は デビ ュー・ ア デア ル バ ム 
"Skid; を リリ ー ス し た 。 こ の 時 ゲイ リー は 17 歳 だ っ た 。 
典 味 深い の は スキ ッ ド ・ ロ ウ で ゲイ リー が ヴォ ー カ ル を 
揚 当 し て いた こと で ある 。 噂 に よる と ゲイ リー は ギタ ー 
と 同時 に ヴォーカリスト と し て も 有名 で 、 当 時 の 音楽 関 
係 者 の 話 に よれ ば 、 ヴ ォ ー カ ル の 方 が うま いと 評判 に 
な っ て いた と いう 。 ス キッ ド ・ ロ ウ は 770 年 に アメリ カン * 
ッ ア ー を 行なっ た 。 そ し て 、 今 や 凄腕 の プロ デュ ー サ ー 
マー ティ ン ・ バ ー チ を エン ジニ ア に 迎え て (その 当時 は 
まっ た く 無 名 ) セカ ンド ・ ア ル バ ム ۲341100۳5 و‎ を レコ 
ー デ ィング 。 こ の アル バム は 71 年 9 月 に 発表 きれ た 。 

し か し 、 ス キッ ド ・ ロ ウ で ブル ー ス ・ ロ ッ ク を 学ん だ 
w4 リー は 同年 12 月 に グル ー プ を 脱 刀 。 そ し で て 、 初 の ソ 
ロ ・ プ ロジ ェクト 、 ザ ・ ゲ イリ ー・ ム ー ア ・ バ ンド を 結 


成 し た 。 彼 は ノエ ル ・ ブ リッ ジマ ン (D)、 プ レン ダン “ ザ " 


プラ ッシュ "シー ルズ (B)、 と いう トリ オ の 形態 を 有 し 
た スキ ッ ド - ロ ウ を 発展 させ た バン ド を 作ろ うと 計画 し 、 
それ を 実現 きせ た の が ザ ・ ゲ イリ ー・ ムー ア ・ バ ンド だ 
っ た 。 グ ルー プ は ジョ ン ・ カ ー テ ィ ス (B)、 ピア ー ス ・ 
ケリ ー(D) の トリ オ で 構成 きれ 、 ラ イヴ を 中 心 に 活動 を 
続け 、 特 に ラウ ンド ハウ ス で の ライ ツ ・ パ フォ ー マ ン ズ 
は 今 で も 語り 草 に な っ て いる ほど で ある 。 こ の バン ド は 
アル バム 「『Grinding Stone』 を 発表 し た が 、 ブ ルース の 
アド リプ ブ 奏 法 を 綱 羅 し た 内 容 は 当時 の ファ ン の 度 朋 を 披 

こと に な っ た 。 だ が 、 レ コー ド ・ モ セール ス が 順調 に 僚 
び ず に グル ー プ は 自然 消滅 へ の 道 を な どる 。 

73 年 12 月 31 日 、 エ リッ ク ・ ベ ル が シン ・ リ ジィ を 脱退 
する と 、 フ ィ ル ・ リ ノッ ト は 旧友 ゲイ リ ー に 参加 を 要請 
し 、*74 年 3 月 、 ゲ デイ リー が 肢 刀 する まで の 間 に r Little 
Darlings, "Buffalo Girl; fll, 数 曲 を レコ ー デ ィング 。 š 
ら に シン ・ リ ジィ の ヴァ ー テ ィ ゴ ・ レ ー ベ ル 移 籍 を 祝っ 
て アル バム 『 ナ イト ・ ラ イフ 』 に 参加 。 ゲ イリ ー は フィ 
ル の 要請 で シン ・ リ ジィ の ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し 
て 活躍 し た 。 この頃 に な る と ゲイ リー 自身 、 ど の よう な 
音楽 を プレ ー し て いけ ば いい の か 、 そ の 方 向 が 見 える よ 
うに な り 始 め た 。 そ れ が 只 体 的 な 形 と な っ て 表 わ れ だ の 
が ジョ ン ・ ハ イズ マン 率い る コロ シア ム I へ の 参加 で あっ 
た 。 ジョ ン 以 下 、 ゲ イリ ー、 ニ ー ル ・ マ レー(B)、 ド ン ・ 
エイ リー(K)、 マ イク ・ ス ター ズ (Y) で 結成 きれ だ コロ 


シテ ム II は 、 い わ ば 技術 至上 主義 者 達 の 集合 体 で 、 テ ク 
ニッ ク を 階 くだ た め の グ ルー プ と し て ファ ン か ら 認 知 き れ 
て いた 。"76 年 4 月 、 ア デア ル バム 『 ス トレ ンジ ・ ニ ュー* 7 
レッ シュ 』」 を リリ ー ス 。 その後 コロ シア ム IL は 流動 的 な 
メン バー・ チ ェ ン ジ を くり 返し な が ら ツ アー を 行なっ て 
いっ た が 、 "76 年 12 月 、 プ ライ アン ・ ロ バー ト ソ ン が スピ 
ー ク イー ジー・ ク ラブ で 骨折 する と いう 事故 が 元 発 し 、 
77 年 1 月 、 ア イリ ー は 再び シン ・ リ ジィ に ゲス ト 参 加 。 


クイ ー ン と 共に 全米 サー キッ ト を 行なっ た 。 


— 


【 
の 全米 ツア ー で ゲイ リー は 数 万 人 収容 の コン サー ト ・ ホ 
ー ル で プ ブレイ を し た わけ だ が 、 そ の 時 の 感動 が 後 の メ ジ 
ャ ー・ ロ ッ ク へ の 転換 に 大 きく 足 献 する の で ある 。 

その 後 、 コ ロシア ム II は 『 エ レク トリ ッ ク ・ サ ベー ジ 」、 
『 ウ ォ ー ダ ンス 。』。 の 2 枚 の デル バム を 発表 し 、 デ ゲイリー 
は 他 に も セッ ショ ン ・ ギ タリ スト と し て 胸 を 磨く と いう 
アプ ロー チ を 開始 し た 。 78 年 に 入り 彼 は ソロ ・ ア デア ル バム 


『 バ ッ ク ・ オ ン ・ ザ ・ ス トリ ー ツ 』 を 発表 する が 、 こ の 


アル バム は コロ シア ム II に 在籍 中 に シン 


e Wess یی‎ Bt 


シア ム II の メン バー の 協力 を 得 て 制 作 し た 。 一 説 に よ 


と MCA と の 契約 が 残っ 


N v 


%і%52, 


たため に 制作 さき され た と いう 
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メジ ャ ー・ ロ ッ ク に 目覚 め た デイ リー は "78 年 8 月 つい 
に シン ・ リ ジィ の 正式 メン バー と な っ だ た だ 。 さら に 同年 8 
月 28 日 、 フ ィ ル ・ リ ノッ ト が 計画 し た 元 セ モッ クス ・ ピ ビス 
トル ズ の ポー ル ・ ク ッ ク 、 ス ティ ー ツ ・ ジ ョ ー ン ズ ら と 
の セッ ショ ン ・ バ ンド 、 グ リー ディ ・ バ スタ ー ズ に も る : 
加 し 、 こ の 日 、 彼 ら は ミュ ー ジ ッ ク ・ マ シー ン の ステ ー 
ジ に 立っ た な 。 シ ン ・ リ ジィ で の 活動 は 同年 9 月 の 全米 ツ 
アー (プラ イア ン ・ ダ ウニ ー は 参加 せ ず マー ク ・ ナ ウシ 
ー フ が ドラ マー と し て サー キッ ト )、10 月 の オー スト ラリ 
ア ・ フ ェ ス ティ バル 、12 月 の ハマ ー ス ミス ・ ク リス マス ズ ・ 
ギグ 、 そ し て 10 枚 目 の ア ル バ ム 『 プ ラッ ク ・ ロ ー ズ 」 の 
レコ ー デ ィング だ っ た 。 

し か し 、"79 年 3 月 か ら ス ター ト し た 全米 ツア ー 中 に ゲ 
イィ リー は シン ・ リ ジィ か ら の 脱退 を 決め る 。 一 説 に よれ 
ば メン バー の コカ イン 中 奏 に イヤ 気 が き し た も の だ と い 
う が 、 パ プリ シテ ィ と し て は ツア ー の 疲労 に よる も の と 
発表 きれ た 。 

ゲイ リー は この 頃 デ メリ カ で 自分 の アイ ディ ア を 基体 
化 き せる プロ フェ ッ シ ョ ナル な ニュ ー・* グル ー プ を 結成 
し よう と し て いた 。 約 1 年間 LA に 滞在 し 、 彼 は メン バ 
ー を 捜し て いた の で ある 。 そ の グル ー プ こそ が 嫌 の G 一 
フォ ー ス で あっ た 。 そ の 第 1 期 G ビ 一 フォ ー ス の ベー ジス 
ト だ っ た の が 何と 元 デ ィ ー プ ・ パ ペパー プル の グレ ン ・ ヒ ュ 
ー ズ だ っ た と いう の だ ( 新 事実 )。 し か し 、 グ レン は レコ 
ー デ ィング に は OK を 出し た も の の 、 ロ ー ド に 出る こと 
を 拒否 し た た め に 、 こ の スー パー・ グ ルー は 暗礁 に の 
り 上 げ 、 ゲ イリ ー は 新た に ウィ リー・ デ ィ ー(V)、 ト ニ 
ー・ ニ ュー トン (B)、 マ ー ク ・ ナ ウシ ー フ (D) と 共に G 
ー フ ォ ー ス を 始動 きせ 、 ジ ェ ッ ト ・ レ コー ド と の 契約 に 
踏み 切っ た 。 こ の アル バム は '80 年 6 月 に 発表 きれ だ た 。 

*80 年 に は 様々 な 出来 事 が ゲイ リー を 襲っ た 。 レ ディ ン 
グ ・ フ ェ ス ティ バル 出演 を 前 に Gー フ ォ ー ス が 解散 。 そ 
Lc, 9 月 に は レイ ン ボ ポー を 騰 退 し た コー ジー・ バ ウエ 
ル と の スー パー・ グ ルー プ の リハ ー サ ル 。 し か し 、 こ の 
プロ ジェ クト は お 互い の 契約 の 関係 で 結成 不可 能 と な る 
な ど 、 ま き に トラ ブル の 連続 で あっ た 。 役 に 残 され た 人 道 
は 契約 の 残っ て いる ジェ ッ ト ・ レ コー ド で 地道 に レコ ー 
ディ ング し て いく こと だ っ ただ た 。 フ ァ ン な ら す で に 周知 の 
こと だ が 、'80 年 後半 か ら '"81 年 に か け て 彼 は ゲイ リー・ ム 
ー ア ヒズ ・ フ レン ズ を 結成 し (モッ ショ ン ・ グ ルー プ ) 
マー キー で の ライ ツ 、 そ し て スタ ジオ ・ ア ル バ ム 『 ダ ー 
ティ ・ フ ィ ン ガ ー ズ 』」 の 2 枚 の アル バム を レコ ー デ ィ ン 
グ し た 。 し か し 、 こ の アル バム は ジェ ッ ト ・ レ コー ド が 
完全 に マス ター・ テ ー プ を キー ブ し て し まい 、 倉 庫 の 典 
深く 眠っ て し まう 。CBS ソ ニー が その 権利 を 買っ て 日 
本 だ け で 発売 され た の は つい 最近 の こと で ある 。 

ゲイ リー は 多額 の 金 を 払っ て や っ と の こと で ジェ ッ ト * 
レコ ー ド と の 契約 を 切る こと に 成功 し た 。 新 た な マネ ー 
ジメント は まず 同じ マネ ー ジ メン ト の グレ ッ グ ・ レ イク 
の アル バム に 参加 させ 、'81 年 8 月 レデ ィング ・ フ ェ ス テ 
ィ バ ル へ の 出演 まで を 画策 し た 。 そ し て 、 念 願 の ニュ ェ ー・ 
グル ー プ 結成 へ と 話 は 進み 、 ま ず レ コー ディ ング を 開始 
し た 。 


元 ホ ワイ トス ネイ ク の ニー ル ・ マ レー、 イ アン ・ ペ イ 
ス 、 さ ら に は トミ ー・ ア イア ー、 そ し て モ ・ ブ ォ ス ター 
他 の セッ ショ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 起用 。 ア ル バ ム は 『 大 
いな る 野望 。 と 題 さ れ た 。 こ の プロ ジェ クト に 元 テ ッ ド ・ 
ニニ ュー ジェン ト ・ バ ンド に チャ ー リ ー・ ハ ー ン (V) を 加 
えて レデ ィング ・ フ ェ ス ティ バル に 登場 し た の は '82 年 8 
月 の こと だ っ た 。 アルバム が 発売 され る と チャ ー リ ー に 
代わ り 新 た に 元 ロ ー ン ・ ス ター の ジョ ン ・ ス ロー マン が 
ヴォ ー カ リス ト と し て 参加 。 き さら に ドン ・ エ イリ ー を 加 
えて プロ ジェ クト は 83 年 1 月 日 本 の 土 を 踏ん だ 。 この 日 
本 公演 の 失 様 は 『 ラ イヴ ・ イ ン ・ ジ ャ パン 』 と し て アデ テル 
バム 化 さ きれ た 。 

アル バム 「『 天 いな る 野望 」 は アメ リカ で も 好評 を 博 し 、 
ゲイ リー・ ム ー ア は つい に メジ ャ ー・ ロ ッ ク を 自ら の 手 
で 完成 きせ た 。 5 月 か ら の ヨー ロッ パ ・ ツ アー、 そ し て 
デフ ・ レ パー ド と の 6 週間 の 全米 ツア ー を 遂行 し た が 、 
この 頃 に は ジョ ン ・ ス ロー マン 、 ド ン ・ エ イリ ー が 上 脱 授 。 
ゲイ リー は 自ら ヴォ ー カ ル も 把 当 し 、 こ の ハー ド ・ ス ケ 
ジュ ー ル を 乗り 切っ た 。 その 後 、10 月 か ら ニ ュー・ ア ル 
バム の レコ ー デ ィング を 開始 し た が 、 ま ず ニ ー ル ・ マ レ 
ー が 音楽 的 な 意見 の 対立 で 脱退 。 デ イリ ー は キー ポ ボード 
と サイ ド ・ ギ ター を 弾く 元 UFO の ニー ル ・ カ カー ター を 
洪 得 し 、 レ コー ディ ング に 入っ た 。 ニ ー ル ・ マ レー は 一 
曲 だ け レ コー ディ ング し た が 、 レ コー ディ ング 途中 で 脱 
退 し た た め に 前 作 同 様 モ ・ フ ォ ス ター、 き さら に は オジ ー・ 
オズ ポーン に 加わ っ た だ た ポ ボブ ・ デ ィ ズ リー を 起用 。 何 と か 
レコ ー デ ィング を 乗り 切っ た 。 

LAT ot Ali "ROM, と 基き され た 。 そ し て 、 ダ ゲイ 
リー、 イ アン 、 ニ ー ル に 続く 4 人目 の メン バー と 
ルフ か ら レ イン ボー と 渡り 、 英 国 北西 部 で ニン ジャ な る 
グル ー プ を 結成 し て いた クレ イグ ・ グ ルー バー を ペー ジ 
スト に 迎え 、 彼 ら は 84 年 の ワー ルド ・ ツ ッ デ ー を スタ ー ト 
させ た 。 そ し て 、2 月 、 彼 ら は 2 度目 の 来 日 公演 を 実現 


させ た だ 。 


Photo by Маса) Asanuma 


ЙА 06 STONE 
THE GARY MOORE BAND 


| SKID ROW : 
| CBS 65527 


CBS 63965 


| 2:34 HOURS БЕРЕН 4) スト レンジ ・ ニ ュー・ 
SKID ROW フレ ッシュ 


CBS 64411 ES 1741 
УПИЈА | レク ター VIP-4182 


(5) エ レク トリ ッ ク ・ 
| ул—-) 

コロ シア ム П 
1 ビク ター VIM-5629 


(B) ウ ォ ー ダ ンス 
бого ұл УА! 
: ビク ター VIM-5630 


- スト リー ウ 


ТИ 872)7:DI—X 
シン ・ リ ジィ 
フォ ノ グ ラ ム RJ-7587 


86-67٤ 
B С-ҒОКСЕ 
JETLP 229 


⑩ ゲ イリ ー ム ー ア ・ 
ライ ヴ 


グイ リー ムー ア & ヒ ズ ・ フ レン ズ 
CBS ソ ニー 25AP-2677 


] ① ダ ター ティー・ 
4 フィ ン ガー スズ 


うわ ае プレ ンズ 
CBS ソ ニー 25AP 


大 いな る 野望 
グイ リー ムーア 
ビク ター VIL-6005 


ER 13 ロッ キン ・ エ ブリ ナイ ト 
(ゲイ リー ムー ア ・ ラ イ ゆ ・ 
イン ・ ジ ャ パン) 

グイ リー ムー ア 

ピク ター VIL-6039 


5 
グイ リー ハー ア 
ビク ター VIL-6083 


文代 表 セ ッ シ ョ ン ・ ア ル バ ム 
⑪⑮ り ナイ トラ イフ 


シン ・ リ ジイ 11 
フォ ノ グ ラム RJ-7268 

5 ピー ター と 和 狗 

VARIOUS ARTISTS 

ポリ ドー ル 230 

(1 スー バー・ ヴ ァ リ エー ショ ン 
VARIOUS ARTISTS 

eee VIC-2143 

85 エレクトリック ・ グ ライ ド 
ケイ リー・ ボ イル 

ビク ター МІР-6596 

(19 ムー ビン グ ・ ホ ー ム 

ロッ ド プ ー ジ エン ト 

VIM-6186‏ یت 

0 オー バー ザ ト ッ プ 

コ ゴー ジー パパ ウエ ル 

ポリ ドー ル MPF-1249 

@①D ソ リー ホー 街 に て 

ブイ ィ イル ・ リ ノッ ト 

フォ ノ グ ラ ム RJ-7673 

@ の グレ ッ グ ・ レ イク 器 ゲ イリ ー ハ ムー ア 
グレ ッ グ ・ レ イク 

東芝 EMI WWS-81445 

@3 サ ンダ ー ス トー ム 

コー ジー パパ ウエ ル 

ボ ポリドール 4 


12 


270۶ 
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ゲイ リー・ ム ー ア の アル バム を その 歴史 の 順に な が め 
て みる と 、 彼 が いか に 努力 を 重ね て きた か が よく わか る 。 
ブル ー ス で スタ ー ト を 切り 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク に 移行 し 、 
そし て 再び ブル ー ス を 基盤 と する ハー ド ・ ロ ッ ク に 帰着 
する 歴史 は 、 ま さ に 技術 至上 主義 者 らしい 流れ で ある 。 
極端 な 言い 方 を すれ ば 、 こ の 数 多く の アル バム は ゲイ リ 
ー・ ム ー ア と いう 男 の 人 人 生 そ の も の で ある 。 あ る 叶 は "“ 渡 
08" と 呼ば れ 、 あ る 時 は “ЖА” と 呼ば れ な が らち も 、 
た だ 自分 だ け を 信じ 腕 を 磨き 続け て きた その 純粋 な 職人 
気質 が 感じ られ る の で ある ・…… 5 


問 も な く 18 歳 に な ろう と する 少年 時 代 に 残し た ① そ し 
て セカ ンド ・ ア ル バ ム ② は 、 プ ルー ス が 好き で 好き で し 
ょ う が な か っ た と いう 熱気 が 感じ られ る 。 フ リー トウ ッ 
ド ・ マ ッ ク に 見 い 出 され な こと も あっ て 、 プ ブル ー ス 一 本 
槍 の 演奏 で は ある が 、 こ の 頃 か ら ゲ イリ ー は ユニ ー ク な 
奏法 を 考え 始め て いる 。 当時 フリ ー フ ォ ー ム の アド リプ 
奏法 が 大 流行 し て いた こと も る 関係 し て いる が 、 か な り の 
大 作 主 義 を 意識 し た ギタ ー・ ソ ロ を 聴か せ て いる 。 確か 
に スネ スキッド ・ ロ ウ の "“ ザ ・ プ ラッ シュ "の 影響 が 強かっ 
た が 、 そ ん な 中 で も 彼 は 早く も 個性 の 強 さ を 発揮 し 始め 
て いる の だ 。 特 に ② の 作品 に は そう いっ た 性 質 が 如 実 に 
表 わ れ て き て いる 。 


それ が も っ と 結 品 化 きれ た の が ③ の 作品 で ある 。 ス キ 
ッ ド ・ ロ ウ に 離れ を 告げ た ゲイ リー が 、 自 ら の プロ ジェ 
クト で 自身 の 音楽 観 を 追求 し た 作品 と し て 、 こ の ③ は 高 
い 評 価 を 得 て い る 。A 面 に は 9 分 、6 分 、 7 分 の 大 作 が 
収め られ て いる が 、 圧 巻 は B 面 で 「Spirit』」 と いう 曲 で は 
何と 17 分 に わた っ て 、 ま さ に 鬼神 の 如き プレ ー が 恨 開 き 
れ て いる 。 し か も 、 そ の プレ ー は プル ー ス と も ジャ ズ と 
も ハー ド ・ ロ ッ ク と も つか な い 、 実 に 複雑 な フレ ー ズ が 
次 か ら 決 へ と 飛び 出し て くる 。 こ の アデ アル バム が 発表 され 
た 73 年 当時 、 輸 入 盤 を 抱え な が ら 多 く の フ ァ ン が 壊 接し 
た こと を まだ 覚え て いる 。 僕 も その 中 の 一 人 だ っ た 。 


この 頃 の ゲイ リー に と っ て 音楽 に は ジャ ン ル か が な か っ 
た 。 つ まり 、 あ り と あら ゆる 音楽 に 対し 彼 は どん 欲 な 姿 
勢 で 挑戦 し て いっ た の で ある 。 ジ ャ ズ に は 速 弾き が あり 、 
プ ブルー ス に は 泣き が あり 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク に は 様式 美 が 
あっ た 。 ゲ ダイ リー は その どれ を も 愛し 、 そ し て 、 そ の 中 
で “技術 ( チ テクニック)" と いう 目標 を 自ら 設定 し て 前 
進 し て いっ た の で ある 。 何故 、 彼 が コロ シア ム II に 参戦 
し た の か と いう 答え は ここ に 隠さ れ て いる 。 ヨ ー ワ ロ ピ ア 
ン ・ フ リー フォ ー ム ・ ジ ャ ズ の 流れ を 吸収 し 、 そ の 上 で 
アラ ン ・ ホ ー ル ズ ワ ー ス と テン ペスト を 結成 し て いた ジ 
ョ ン ・ ハ イズ マン と の 出合 い は 、 ま さき に 自ら を 戦場 に か 
り た て た 挑戦 心 そ の も の で あっ た 。 "76 年 、 レ ディ ング ・ 
フェ ステ ィ バ ル に コロ シア ム II の 一 員 と し て 登場 し た ゲ 
イリ ー は 、 何 と ほとん ど 観 客 の 方 を 見 よう と せ ず 、 ド ラ 
ム の ジョ ン や 、 ニ ー ル ・ マ レー の 方 を 見 続け た まま 、 級 
蜜 な ビー ト を 激しく 刻み 込ん で に いた 。 彼 は テク ニシ ャ ン 
の 中 で も まれ な が ら 、 引 対 に 負け る も ん か と いう 気 追 で 
ギタ ー を 弾き 続け て いた の で ある 。④、⑤⑧、⑥ の アテ アルバ 
ム に は その 気迫 が 封じ 込め られ て いる 。 


また 、⑮⑬-ー⑲ の 一 連 の セッ ショ ン ・ ギ タリ スト と し て 
の 参加 に し て も 、 役 は ジャ ン ル に こだわ ら ず に 挑戦 を し 
て いる 。 ほ と ん ど が コロ シア ム II の 人 入 脈 の 関係 か ら 派生 
し た 仕事 で は ある が 、 有 了 腕 を 磨く に は 他 流 試合 が 一 番 だ と 
いう 、 い わ ば 職人 と し て の 本 能 が この モッ ショ ン に は 感 
じ ら れ る 。⑱ の よう に 旧知 の 友人 、 フ ィ ル ・ リ ノッ ト の 
片腕 と し て シン ・ リ ジィ に 和 大 加 し た 時 代 も あっ た が 、 彼 
は 一 つの グル ー プ に 定着 する の は 早 す ぎる と の 判断 を 下 
し て いる 。 


や っ と の こと で 自分 自身 の 作品 を 作っ て みよ うと 思っ 
た の は 、 初 の プロ ジェ クト ③ か ら 5 年 が 過ぎ た 頃 の こと 
で 、 そ うい う 意 味 で も ⑦ の ソロ ・ ア ル バ ム は 注目 され た 。 
フィ ル ・ リ ノッ ト 、 プ ライ アン ・ ダ ウニ ー の シン ・ リ ジ 
ィ 一 派 、 そ し て ドン ・ エ イリ ー、 ジ ョ ン ・ モ ー ル の コロ 
シア ムロ I 一 派 、 き さち に セッ ショ ンマ ン の サイ モン ・ フ ィ 
リッ プス 、 こ の 強力 布陣 か ら は じき 出さ れ た サウ ンド は 、 
まき に ゲイ リー の 血 と 汗 の 集大成 で あっ た 。 し か し 、 こ 
の アル バム の 中 で ゲイ リー が 最も 強く 感じ た こと は メロ 
ディ へ の 執着 だ っ た だ 。 イ ギリ ス で シン グル ・ カ ッ ト し た 
不朽 の 名 作 「 パ バリ の 散歩 道 」 が その 要 で あっ た 事実 は 動 
か せな い 。 彼 は フィ ル ・ リ ノ フット の コン ビ で 作り 上 げた 
この 曲 に よっ て 、 あ る 種 の 光 を 完全 に と ら そ だ た 。 す な わ ね 
ь, 今後 の 自ら の 方 向 性 を 把握 し た の で ある 。 シ ン ・ リ 
ジィ に 加入 し ⑧ を 発表 し た の は その ワン ・ ス テッ プ だ っ 
A. 


し か し 、 そ の 一 方 で ⑳ の セッ ショ ン の 中 か ら メ ジャ ー 
へ の 転換 を 考え 始め て いる 。 ゲ ダイ リー の ギタ リス ト と し 
て の 株 が 急上昇 し 、 誰 も が 役 と の 共演 を 望み 始め た が 、 
Ката и SHS, НЬ, FORTEAN 
つい て 結 着 を つけ よう と する 。⑨ が その 具体 的 な アイ デ 
ィ ア だ っ た 。 し か し 、 マ ネー ジメント や レコ ー ド 会 社 の 


金 を 第 一 と する 方 法論 に 失望 し 、⑩、G⑪ の ア 
は 完全 に 放棄 し て し まう 。 ま た この ⑯、⑪ の アル バム の 
制作 順序 に つい て は 諸説 が ある 


Mat ж 彼 


ゲイ リー は @⑳ の レコ ー デ ィング の 中 で コー ジー と のみ の 合 
体 を 考え 始め る 。( (は の レ ュ ー デ ィング の 時 の 残り 
の 録音 が 使わ れ て いる ) し か し 、 実力 者 で あり 有名 人 で 
ある 2 人 の 合体 に は 、 巨大 な 金 が 動く た め に マネ ー ジ メ 
ント 側が 両者 の 主権 を 主張 し 、 こ の プロ ジェ クト は 水泡 
МЕТ. この頃 、 ゲ デイ リー に は すでに 自分 だ け の スタ イ 
ル を 完成 きせ て いた 。 9、⑮⑧ と いっ た マネ ー ジ メン ト が 
ら み の 仕事 を こなし な が ら , まず 自分 が 自由 に 動け る 環 
境 を 作る こと か ら ス ター ト さ せ た ゲ イリ ー は 、 最 終 目 標 
で ある ゲイ リー・ ム ー ア ・ バ ンド の 始動 の 時 期 を 待っ た 。 


ゲイ リー の 人 気 は すでに 急上昇 を 描い て いた 。 日 本 で 
は ⑳、@② の ベス ト ・ ア ル バ ム が 発表 きれ 、 あ り と あら ゆ 
Итон ری بات یت سے‎ 
を 当て て いた 。 そ し て 、 つ い に 役 は 念願 の プロ ジェ クト 
i ebay leen で ある 。 ここ に は 彼 の 音楽 的 な 
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考え よう に よっ て は ③⑨ 以 降 に 追求 し て いな 音楽 の 集 大 
成 と ちい える が 、 ブ ルー ス と いう 地味 な ソー ス を 茶 盤 に 
し な が ら も ハー ドー・ ロ ッ ク の 様式 美 を 完璧 に フォ ロー レ し 
た と いう 点 で も 、 こ の アル バム の 評価 は 高い 。 数 人 の セ 


ы” S 2 


マン の 協力 を 得 て は いる が ゲイ リー・ ム ー ア 、 


ィ イア デン ・ ペ イス 、 ニ ー ル ・ マ レー と いっ た 、 プ ロフ ェ ッ 
ショ ナル の 3 人 人 に よる 演奏 形態 は まさ に 壮絶 な エネ ル ギ 
- と な っ て 放射 され て いた 。 


Q⑬ の 来 日 会 演 ラ イヴ に な る と 、 ゲ ダイ リー の 過激 さき は よ 
り 明 確 に な っ て くる 。 ラ イヴ で 腕 を 磨い て きた 男 の 真 骨 
頂 が 発揮 され る の だ 。 こ の デル バム は 英国 ヴァ ー ジ ン も 
限定 盤 と し て 発売 し た が 、 か な り の 売れ ゆき を 記録 し た 。 
そし て 、 約 1 年 後に ⑭ が 発表 され る の だ が 、 妥 協 を 許さ 
ぬ ね ゲイ リー の 元 を ニー ル ・ マ レー が 去り 、 グ ルー プ の メ 
員 に 変わ り 、 ゲ デイ リー、 イ アン の 他 に は 元 UF 
0 の ニー ル ・ カ ー タ ー、 
クレ イグ ・ グ ルー バー が 加入 する こと に な 


ン バ パー は 大 


レイ ン ボ ポー の ク 


17 歳 で プロ の ミュ ー ジ シャ ン と な っ た だ け に 、 こ うし 
て 調べ て みて も 数 多く の アル バム が 発売 され て いる 。 セ 
ッ シ ョ ン ・ ア デル バ ム が 多い 理由 は 、 い わ ば 他 流 試合 で あ 
つま り 、 技 術 許 上 主義 に 固執 する ゲイ リー 
が 様々 な ジャ ン ル の 音楽 に 挑戦 し て いっ て 、 多 く の エ ッ 
モン ス を 吸収 し て いこ うと し な た な 、 そ の 彼 自 身 の バ ワー が 
アル バム の 数 と し て 表 わ れ て いる 。 


ork m H 3. 


“ギター を 抱い た 流 り 鳥 " # b C H HUM x 15th 
させ る 言葉 だ が 、 ま さ に ゲイ リー を いい あて た な 言葉 で あ 
Б. し か し 、 そ れ は 単なる 気まぐれ に よる 行動 で は を な く 〈、 


プロ フェ ッ シ ョ ナル が より プロ フェ ッ シ ョ ナル な 場 を 求 
め て 旅 を し た と いう こと な の で ある 


。 歌 心 を 持つ コギ タリ 


スト ーー ゲー ュ ム ニア この らい の 場 で ある 2/ 


そし て ペー シス ト に は 元 エ ルフ 、 
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イリ ー ム ー ア サウ ンド 


2 TIE 4 i i 


レコ ー ド ・ デ ビュ ー は 1970 年 3 月 、 こ れ ま で に 参加 し 
た レコ ー ド は 、 セ モ セッション ・ プ レイ も 加え る と 20 枚 ぐら 
い に は な る と いう ヴェ テラ ン の 部 類 の デイ リー・ ム ー ア 。 

ギタ リス ト に よっ て は 、 特 に リッ チー・ プ ラッ クモ ア 、 
マイ ケル ・ シ ェ ン カー、 プ ライ アン ・ メ イ な を な ど 10 年 来 の 
愛 器 を 使い 続け て いる し 、 ソ レ 以 外 の イク イッ プ メ ント 
さえ 使わ な い ほ ど と いう タイ ププ だ が 、 常 に いく つか の イ 
クイ ッ プ メン ト ・ セ モッ ト を 使い 変え る タイ プ 、 ア ル バ ム も 
し く は ある 時 期 ご と に イク イッ プ メ ント ・ モ セッ ト を 変え 
る と いう タイ プ も ある 。 

ゲイ リー は 、( ほ ぼ ) ア ル バ ム ご と に イク イッ プ メ ント ・ 
モ セット を 変え る 行き 方 を 経て 、 常 に いく つか の イク イッ 
プ メ ント ・ モ ッ ト を 使い 分 ける タイ プ へ と 至っ た よう だ 。 

また 、 音 作り に 関し て 「 レ コー ド と ステ ー ジ を ほぼ 同 
様 に する タイ プ 」 と 「 レ コー ド と ステ ー ジ で 行き 方 を 変 


える タイ プ 」 と が ある が 、 ゲ ダイ リー は 後者 で ある 。 そ し て 、 


特に レコ ー ド で は 「『「 い くつ か の イク イッ プ メ ント ・ モ セッ 
| を 変え る 行き 方 」 な が ら 、 ス テー ジ で は 1 本 の メイ ン <* 
ギタ ー と アデ ンプ の み で ほとん ど や り 通 し て し まう 。 た だ 
し 、 そ の メイ ン ・ ギ ター は し ば し ば 変わ っ て いる が …。 
で は 、 こ こ で 彼 の イク イッ プ メ ント お よび サウ ンド の 


ШИЕ us 


変遷 を た どっ て みよ う 。 


レコ ー ド ・ デ ビュ ー と な っ た “スキ ッ ド ・ ロ ウ ” ОТА 
キッ ド 』 ほ は 、 ま る で と 言っ て 良い で ぐらい ゲイ リー・ ム ー 
ア ら し さ の な い ギ ター・ サ ウン ド だ 。 た だ し 、 ソ レ は 
イリ ー が イモ だ っ だ た から では な く 、 レ コー ディ ング ・ エ 
ンジ ニア が イモ で 、 彼 が いつ も や っ て いる サウ ン デ ィ ン 
グ 、 つ まり 100 ワ ッ ト ぐ らい の アデ ンプ を (ほぼ ) フル ・ ヴ 
ォ リ ュー ム で 鳴 し た サウ ンド を 取り 切れ を か っ だ た だめ だ 
ろう 。 あ の 時 期 ま で の スタ ジオ ・ レ コー ディ ング で は し 
ば し ば あっ た こと だ が 、 エ ンジ ニア も し く は プロ デュ ー 
サー の 意向 で 、 本 来 の 自分 の サウ ンド に 至れ な い レ ヴェ 
ル ま で ヴォ リュ ー ム を 下げ させ られ 、 オ ー ヴ ツァ ー ド ライ 
ヴ ツ 度 の 充分 で は な い 、 中 途 半 端 を な サウ ンド で プレ イ す る 
ハズ に 陥っ た 、 と 子 側 で きる 。( そ の 辺 の 経緯 か ら プ ブリ ・ 
アン プ ・ ヴ ォ リ ュー ム と バ パワー・ デ ンプ ・ ヴ ォ リ ュー ム 
が 狐 立 し た マス ター・ ヴ ォ リ ュー ム ・ シ ステ ム が 数 年 後 
に 登場 する 。) 

イク イッ プ メ ント ・ モ ッ ト は 、 ギ ブ プ ソ ン の SG レス ボー 
ル ( 特 許 出願 中 の オリ ジ ナ ル ・ ハ ム バ パッ カー を マウ ント ) 
と 、 マ ー シ ャ ル に 次 いで 有名 な イギリス 製 ビ ピッグ ・ ア ン 
プ 、 ハ イワ ッ ト の コン ビ ネ イ ショ ン 。 中 途 半 端 を な オー ヴ ツ 


ァ ー ド ライ ウ 度 で デレ イ き させ られ て いる た めか 、 フ ロン 
ト P.U. を メイ ン で 使っ て いる の も 特徴 。、 ま た 、 や は り ピ 
ッ キ ング は その 当時 か ら パ パワフル か つ ス ピー ディ ー だ っ 
だ た よう で 、 ア タッ キー な ニュ アン ス は 現在 に 通じ る 。 

スキ ッ ド ・ ロ ウ の 2 作 目 『34 ア ワー ズ 』 に お いて は 、 
一 流 の ロッ ク ・ ギ タリ スト らし い ぃ 充分 な ナチ ュ ラ ル ・ オ 
ー ヴ ァ ー ド ライ ヴ ・ サ ウン ド が 聴け る 。 イ クイ ッ プ メン 
ト ・ モ セッ ト も 代わ っ て いる が 、 ど ちら か と いう と エン ジ 
ニア が ビッ グ ・ パ ワー の レコ ー デ ィング に 慣れ 、 ゲ イリ 
ー の 本 来 の サウ ンド を 集 音 で きる よう に な っ た 、 と いう 
ご と だ と 思う 。 

ギタ ー は 、 未 だ に 使用 し て いる 1959 年 製 の ギ プ ソ ン ・ 
レス ボー ル ・ サ ン バ パー スト (言う まで も な く 特 許 出 願 中 
の オリ ジ ナ ル ・ ハ ムペ バッ カー を マウ ント )。 そ う 、 あ の フ 
リー トウ ッ ド ・ マ ッ ク の リー ダー で 、 サ ンタ ナ の 「 プ ラ 
ッ ク ・ マ ジッ ク ・ ウ ー マ ン 」 を 作っ た 、*60 年 代 後半 を 代 
表す る イギリス の スー パー・ ギ タリ スト ピー ター・ グ 
リー ン が マッ ク 時 代 に 愛用 し て いた 有名 な レス ポー ル ・ 
サン バー スト だ 。 そ し て 、 マ ー シ ャ ル ・ ア ンプ 。 エ フェ 
クト と し て ペダ ル ・ ワ ウ が 用 いら れ て いる 。 

ゲイ リー・ ム ー ア ・ バ ンド の 『 グ ライ ン テ ディン グ ・ ス 
トー ン 』('73 年 5 月 発表 )、 こ こ で は ペダ ル ・ ワ ウ に 加え エ 
、 レ スリー・ ス ピー カー も エフ ェクト に 
採用 、 少 な く と も 、 あ くま で も シン プル & ナ チュ ラル な 
オー ツァ ー ド ライ ツ ・ サ ウン ド の み に こ だ わる 、 プ ルー 
ス ・ ギ タリ スト 的 な 行き 方 で な を いこ と を 示し た 。 ギタ ー 
ETTE. レス ポー ル ・ サンバ ペー スト & マ マー シャ ル の 
コン ビ を 継 統 。 

「 常 に いく つか の イク イッ プ メ ント ・ セ ッ ト を 使い 分 け 
る 」 タ イプ と し て 明確 な 姿勢 を 示し た の は コロ シア ム II 
の デビ ュー・ ア ル バ ム 『 ス トレ ンジ ・ ニ ュー・ フ レッ シ 
ュ ュ ("76 年 4 月 発表 ) 以降 で ある 。 

ギタ ー は レス ボー ル の ほか 、 ノ ー マ ル な フェ ンダ ー・ 
スト ラ ト キ ャ スタ ー、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を 用 い 、 
エフ ェクト は ペダ ル ・ ワ ウ 、 エ コー・ マ シー ン 、 レ スリ 
ー・ ス ピー カー、 そ れ か ら こ の 時 期 な ら で は の マウ ス ・ 
ワウ (トー キン グ ・ モ ジュ レイ ター)。 アン プ は 、 マ ー シ 
ャ ル も 使っ て いる と いう 以外 定か で は な い が 、 と に か く 
オー ヴ ツァー ドラ イヴ ・ サ ウン ド の みな ら ず (エレ クト リ 
ッ ク ・ ギ ター の ) 完全 な クリ ー ン ・ サ ウン ド (アン プ ・ 
ヴォ リュ ー ム を 絞っ た サウ ンド ) まで 取り 入れ る よう に 
な っ た 。 それ も 、 単 に 曲 に よっ て 使い 分 ける と いう だ け 
で は な く 、4 ペ パタ ー ン ぐら い の サ ウン ド ・ ア ン サ ンプ ル 
に より 一 曲 の 演奏 を アレ ンジ し た り 、 単 に ソロ を 弾き た 


コー・ マ シー ン 


一 部 と し て と ら え て いる こと が 分 か る 。 

ギタ ー・ ソ ロ の サウ ンド は 、 ま だ 基本 的 に レス ポール ・ 
サン バー スト (や は り 主 に リア P.U. を 合用 ) &—— У » 
ル ・ デ ンプ の ナチ ュ ラ ル ・ オ ー ツ ヴァ ー ド ライ ウツ で は ある 
が 、 エ フェ クト を 絡め る こと に より 、 な る べく シン プル 
交 ス トレ イト な プ ブルース ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド に な ら な い 
よう 替 め て いる よう に も 思え る 。 

コロ シア ム II の 『 エ レク トリ ッ ク ・ サ ヴェ ー ジ 」、『 ウ 


ォ ー・ ダ ンス 』 も 、 モ チロ ン 行 き 方 は 刻 わ っ て な い 。 エ 
フェ クト に フェ イザ ー が 加わ り 、 エ コー・ エ フェ クト が 
より 細やか に な っ た 点 を 特徴 と し て 挙げ て お こう 。 

『 バ ペッ ク ・ オ ン ・ ザ ・ ス トリ ー ツ 』("78 年 12 月 発表 ) 以降 の 
イク イッ プ メ ント ・ モ セッ ト の 変遷 に 関し て は 、 そ の あたり 
か ら 音 楽 誌 に 登場 する 機会 が 増え た こと か ら す で に か な 
り 知 られ て いる と 思う が 、 や は り 相 変わ ら ず アル バム 毎 
に ギタ ー・ サ ウン ド を (多かれ 少な か れ ) 変 化 さ せ て いる 
し 、 い くつ か の イク イッ プ メ ント ・ モ セッ ト を 用 い 、 フ レキ 
シブ プル な ギタ ー・ サ ウン ド 作 り を 行なっ て いる 。 ソ レ は 、 
最新 アル バム 『 生 の 舞 』」 に 関し て も 同様 で ある 。 

『 バ パッ クー』」 で は 、 ス トラ ト ・ サ ウン ド は 用 いて いな い 
が 、 そ の 分 ライ ン ( ダ イレ クト )・. レ コー ディ ング と いう 
手法 が 加わ っ た 。 ラ イン 取り は 、 ベ ベース 、 キ ー ポ ー ド な 
ど そ の 楽器 の 音 そ の モノ が 欲し い 場 合 と て も 有効 で 、 エ 
レク トリ ッ ク ・ ギ ター も 、 ア コー ステ ィ ッ ク 的 な クリ ー 
ン ・ サ ウン ド が 必要 な 場合 に は 多く 用 いる が 、 特 に オー 
ヴァ ー ド ライ ヴ ・ サ ウン ド に 関し て は 、 ス タ ジ オ ・ ミ ュ 
ー ジ シャ ン な ど 一 部 を 除い て は 、 あ まり 活用 し な い 。 と 
いう か 、 了 取り分 け ギ ター と アン プ だ け で ドラ イツ させ た 
サウ ンド の 場合 は 、 そ の パワ ー・ ア ンプ で 振動 きせ られ 
る スネ スピー カー が 非常 に 重要 で 、 そ の サウ ンド は 、 プ リア 
ンプ 部 だ け の モノ と は 全然 違う と 言え る 。 

が 、 そ れ は 通常 の サウ ンド と は 違う と いう だ け の こと 。 
その サウ ンド を ソレ ナリ に 活用 で きる セン ス が ある な ら 、 
それ は それ で 活か せる の で ある 。 一 コレ は 、 今 で も ゲ ィ 
リー・ サ ウン ド の ヴァ リエ イシ ョ ン の ひと つが だ 。 

また 、 ラ イン 取り に よる オー ツァ ー ド ライ ツ ・ サ ウン 
F ( 許 に ファ ズ 系 エフ ェクト で ドラ イツ させ る 。 エ コー 
を 巧 く 使う と モア ・ ベ ター) の みな ら ず 、 ア ンプ を マー 
シャ ル 以 外 に 換え る こと に よっ て も 、 オ ー ヴ ツァ ー ド ライ 
ヴ ツ に 変化 を 付け よう と 考え た らし い 。 例え ば 「 パ り の 散 
歩道 」 で は プ ギ 。 ギ ター は 全編 ハム バッ カー と 言え る が 、 
レス ポー ル だ け で は な く 、 今 や 主流 の ハム バッ カー・ マ 
ウン ト の スト ラ ト も 使い 始め て いる 。 

エフ ェクト は 、 種 類 は 減っ た が 、 エ コー が さら に 細 や 
か に な る 。 か な り 愛 用 し て いた ペダ ル ・ ワ ウ も メッ キリ 
減り 、 時 代 の 変化 を 感じ し させ る 。 

シン ・ リ ジィ の 『 プ ラッ ク ・ ロ ー ズ 」 も 同様 、 流 手 に 
や り 過 ぎ て 役 本 来 の サウ ンド が 不明 峡 に な を なら な い 程 度 に 、 
オー ツ ヴ ツァー ドライヴ ツ ・ ニ ュ ア ンス に 変化 を 付け よう と し 
だ らしい 。 こ こ で は 、 レ ス ボ ー ル ・ ス タン ダー ド (サン 
バー スト )、 レ スポ ボー ル ・ ジ ュ ニ ア 、 メ ロディ ー・ メ イカ 
ー、 そ し て また ハム ペッ カー・ ス トラ ト も 使用 。 そ の ス 
トラ ト は 「 サ ラ 」 で 使っ て いる が 、 そ こ で は 前 作 で 取り 
入れ た ライ ン 取 り を さら に 拡大 、 ク リー ン ・ サ ウン ド も 
オー ヴ ツァー ドラ イヴ ツ ・ サ ウン ド も 活用 し 素 晴 し い ア デン サ 
ンプ ブル を 編み 出し て いる の で 、 一 聴 し て 鈴 し い 。 

Шли КЕСА FY х Јо ВИ СЕНТ 
いる 『G フ ォ ー ス je 最近 出 た その 当時 の ライ ヴ ウ (ジェ ッ 
ト ・ レ コー ド ) に も その レパートリー が 含ま れ 話 題 と な 
っ た よう だ が 、 音 楽 性 、 サ ウン ド の 指向 性 と 共に ギタ ー・ 
サウ ンド に 関し て も ゲイ リー・ フ リー ク の 君 な ら 基 非 と 
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も 一 聴 し て お いて 欲し い レ コー ド だ 。 

特徴 は ライ ン ・ レ コー ディ ング 。「 サ ラ 」 の 仕上 が り に 
自信 を 得 た の だ ろう 。 何と 全編 テライン の み だ 。 

ギタ ー は 、 ハ ムペ バッ カー を マウ ント し な スト ラ ト だ が 、 
何より 肝心 な の は 、 フ ァ ズ を 掛け 、 エコ ー で メイ ク ・ ア 
ッ プ し て いる 点 。 一 般 的 に ライ ン ・ レ コー ディ ング は ク 
リー ン ・ サ ウン ド に 適し て いる ワケ だ か ら (レヴェル の 
オー ツァ ー ロ ー ド で 活 い モジ ュ レ イシ ョ ン 的 ディ スト ー 
ショ ン は 起こ る が ) ドラ イヴ し た サウ ン ド を 得る に は エ 
フェ クト を 用 いる し か な い が 、 単 に ソ レ だ け で は ほぼ し 
ょ う も な い の で ある 。 そ うい う 効 果 を 用 いる の も ひと つ 
の 手 で は ある が 、 普 通 に 使 を る の は エコ ー を プラ ス し た 
サウ ンド だ 。100 ミ リ 秒 以上 の いわ ゆる ディ レイ で も ソレ 
ナリ に 良い が 、 特 に 50 ミ リ 秒 以下 の 、 い わ ゆ る ダブ リン 
グ (ダブ ル ・ ト ラッ キン グ ) 効果 的 を エコ ー が 功 を 奏 す 
る 。 さ ら に ステ レオ ・ ア ウト プット (エコ ー な し の 元々 
の 音 と ディ レイ ・ ラ イン を 分 ける ) に し て わずか な オシ 
レイ ター に よる モジ ュ レ イシ ョ ン も 加え だ た りす る と 一 磁 
エフ ェクト 奥 は 薄れ 、 活 か し や すく な る 。 オ シレ イタ ー 
付 エ コー・ マ シー ン (ほとん ど テ デジ タル) を 持っ て いな 
い 場 合 は コー ラス ・ マ シー ン で 代用 し て みて も 良い だ ろ 
うぅ う 。 き さら に ディ レイ 、 ロ ング ・ デ ィ レ イ も 併用 する な ど 、 
と に か く ゲ イリ ー の エコ ー へ の 凝り 性 は さら に 度 を 増し 
て いる 。 一 その 分 、 余 分 な エフ ェクト 類 は 次 々 減ら し て 
いる 。 少々 ピッ チ ・ チ ェ ン ジャ ー( 多 分 オク ター ヴァ ー) 
も 使っ て いる が 、 ソ レ は 今 で も 継続 中 。 

幻 の アル バム に な りか け て いた 『 ダ ー テ ィ ー・ ブ フィン 
ガー ズ 』 は 、 そ の 和 録音 時 期 と 相まって 取り 分 け へ ヴィ ・ 
メタ ル 色 が 濃く な っ て いて 、 ギ ター・ サ ウン ド も ゲイ リ 
ー が 弾き 出し た モノ の 中 で も っ と も へ ヴィ ・ メ タル 的 だ 。 
や は り ハ ムペ バッ カー・ マ ウン ト の スト ラ ト を 使っ て いる 
が 、 丁 度 コ ン ボ ポー ネン ト ・ ブ プー ム だ っ だ た こと も あり 、 ボ ポ 
ディ ー を 材質 の 異な る モノ に 変え た た り 、 ビ ピッ クア デップ を 
リプ レイ ス し た り し て いる らし い 。 

一 方 、G- フォ ー ス で は 前 編 ラ イン 録 り し た り 、 ま た 
その 前 は プ ギ 、 フ ェ ン ダー、 ヴ ォ ッ クス も 使っ て みる な 
ど 、 気 に 入っ て いな が ら マ ー シ ャ ル 1 本 に 絞り 切れ な か 
っ た ゲイ リー だ が 、 こ の アル バム 以後 は マー シャ ル に 項 
ち 着 いて いる 。 

そし て 『 大 いな る 野望 +。 コ ラ シ ア ムル 以後 、 時 に は ス 
トラ トト (ノー マル な シン グル ・ コ イル P.U.) の クリ ー ン ・ 
サウ ンド も 弾き 出し て いた ゲイ リー で は あっ た が 、 や は 
D 本来 の 好み は ハム バッ キン グ P.U.、 そ れ も 例 の レス ポ 
ー ル の サウ ンド こそ が 命 、 と 思わ れ て いた よう に 感じ る 。 
と ころ が ここ で は 一 転 し て 、 ノ ー マ ル な オー ルド ・ ス ト 
ラ ト を より スト ラ ト し く 鳴 し て いる 点 が 特筆 モノ だ 。 

サウ ン デ ィング は この 時 点 で は 固まっ て いな か っ た だ た よ 
うだ が 、 リ ッ チ ー・ プ ラッ クモ ア 、 そ し て イン グ ヴ ェ イ ・ 
マル ムスティ ー ン (アル カト ラス ) の ソレ と 並ぶ 、 ハ ー 
ド ・ ロ ッ ク の 3 大 “名 スト ラ ト ・ サ ウン ド " で ある こと 
は 間違い な い 。 一 が 、『 大 いな る 野望 」 全体 で は 、 再 び ラ 
イィ イン 録 り キエフ ァ ズ 、 レ スポ ー ル の ナチ ュ ラ ル ・ オ ー ヴ ァ 
ー ド ライ ヴ 、 ハ ム バ ッ カ ー・ ス トラ ト と いっ た ヴァ リエ 


ィ シ ョ ン も 用 い 、 や は り ワ ン ・ バ ターン で は 終ら せ て い 
な を い ワ ケ だ 。 

最新 アル バム 『 敵 の 舞 』 (+. と 言う と また また 違う パパ 
ター ン な の で ある 。 マー シャ ル ・ アテ ンプ 愛用 、 エ コー・* 
マン シーン 多用 と いう 特徴 は 同様 で ある が 、 チ ュー ニン グ ・ 
の 難点 か ら あ の スト ラ ト を あま り 使 わ ず 、 以 前 か ら 所 有 
し て いた ギ プ ソ ン の レス ポー ル ・ ジ ェ ニ ア (や は ワリ オー 
ルド で 1955 年 製 ) を メイ ン に し て いる 。 リ ア に シン グル * 
コイ ル ・ ピ ッ ク ア ッ プ を ひと つ マ ウン ト し 、 ヴ ォ リ ュー 
ム と トー ン の コン トロ ー ル が ある だ け の シン プル な ギタ 
ー で は ある が 、 ギ プ ソ ン の 代名詞 的 な ハム バッ カー、 フ 
ェ ン ダー・ タ イプ の シン グル ・ コ イル と は 言う まで も な 
く 異 な る サウ ンド を 持ち 、 ゲ イリ ー ぐ らい の ギタ リス ト 
が 使う と 、 ま た 一 段 と 独特 の テイ スト が 出 て くる よう だ 。 

で 、 他 パタ ー ン と し て は レス ポー ル ・ ス タン ダー ド ( ハ 
ム バ ッ カ ー) と スト ラ ト の オー ツァ ー ド ライ ヴ 、 ス トラ 
ト の ライ ン 録 り に よる クリ ー ン ・ サ ウン ド (「 エ ンプ ティ 
ー・ ル ー ム 」)、 タ カミ ネ の エレ アコ 12 弱 サウ ン ド が ある 。 

ェ フ ェクト は 、 特 に A 面 で リ ビ ー ト も 多め の ロン グ ・ 
ディ レイ が 多用 され て いる 以外 で は 、 コ ー ラ ス ・ マ シー 
ン 、 ピ ッ チ ・ チ ェ ン ジャ ー (オク ター ヴ ツ 上 で 使用 ) жа 
し 味 的 に 活か れ て いる の が 印象 的 。 

さて 、 今 年 の ライ ツ ・ ス テー ジ に お ける サウ ン デ ィ ン 
グ は ほぼ 去年 ロッ キン ・ エ ヴ リ ・ ナ イト ぅ ) と 似通っ 
て いた の で 、 比 較 し て みよ う 。 ズ イン の ギタ ー は あの ス 
トラ ト 、 ア ンプ は マー シャ ル (前 回 は マス ター・ ヴ ォ リ 
ュー ム 付 、 今 回 は ナシ の リー ド 100) で 、 ま ず デ ィ ス トー 
“а У (ボス DS-1。TONE 2 、LEVEL 8 、 DIST7 ぐら 
い の セ ッ テ ィ ング ) を 通し 、 テ ー プ ・ エ コー (ロー ラン 
ド FSRE555) の イン プッ ト ・ レ ヴェ ル で プー スト を 掛け 、 
到 分 に ドラ イプ し た マー シャ ル (ヴォ リュ ー ム 6 一 10) 
に プラ グ ・ イ У, 短絡 的 に DS-1 で ドラ イヴ きせ て いる と 
は 誤解 し な いで 欲し い 。 マー シャ ル で 、 し か も ヴォ リュ 
ー ム を 充分 に 上 げ て ある の で 、 そ の サウ ン ド は DS-1 よ り 
ほ は マー シャ ル 本 来 の モノ に 近い 。 ま た 、 適 正 レ ヴェ ル で 
は ゲイ ィ イン が 下がっ て し まう SRE555 で あえ て 過激 に ブー 
スト させ て し まっ て いる 点 も 、 オ ー ヴ ツァー ドラ イヴ ・ サ 
ウン ド に は 効果 的 だ 。 で 、 今 回 は 、 前 回 の ポス の コン バ パ 
クト ・ エ フェ クト (オク ター ヴ ツァー、 コ ー ラ ス 、 フ ラン 
ジャ ー、 ア ナ ロ グ ・ エ コー) を カッ ト し 、 そ の 分 SDE- 3000 
で レコ ュー ド の よう な 細やか な エコ ー 効 果 を 加え て いた 。 
また 、 前 回 は ダイ レク ト ・ ラ イン と エフ ェクト ・ ラ イン 
で アン プ を 分 け て いた が 、 今 回 は ミッ クス ・ ア ウト を 3 
台 の アン プ へ 並列 で 流し て いた 。 


直情 径 行 を ギタ ー・ プ レイ で “クレイ ジー" ムー ア と 
る も 呼ば れる ゲイ リー だ が 、 そ の サウ ンド に 対す る モン ス 
は シャ ー プ か つ デ リ ケ テイ ト で 、 レコ ー ド の みな ら ず ステ 
ー ジ で も 感情 に た だ 押し 流さ れる こと な く 、 し っ か り と 
その サウ ンド を コン トロ ー ル し て いる の で ある 。 


X 寺 み に 
E 21 リー 


で き °... 


こも 
サウ ン ド 


by 斉藤 節雄 


グイ リ - 
は じ め に ギタ ー・ サ ウン ド ・ 


論 を 述べ て お く と 、 


メイ キン グ に 関す る 一 般 
ギタ リス ト そ れ ぞ れ の ギタ ー・ サ ウ 
ンド と いう モノ は ほ は 、 ほ と ん ど そ の ギタ リス ト の 生身 の 部 
分 が 醸し 出し て いる と 言え る 。 

例外 的 に スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン (例え ば ラリ ー・ 
カー ルト ン 、 リ ー・ リ トナ ー、 ジ ェ イ ・ グ レイ ドン な ど ) 
と フュ ー ジ ョ ン 系 ギタ リス ト (アル ・ デ ィ ・ メ オラ 、 フ ヾ 
ッ ト ・ メ セ モニ ー、 高 中 正義 な ど ) は 、 ギ ター の みな ら ず 
エフ ェクト 、 ア ンプ に 頼る 、 と いう か イク イッ プ メ ント 
よく 研究 し た ギタ ー・ サ ウン ド を 弾き 出し て いる 人 が 
多い が 、 ロ ッ ク の 中 で も 時 に ハー ド ・ ロ ッ ク グ へ ヴィ ・ー 
メタ ル 、 そ れ か ら ジ ャ ズ や ブル ー ス の ギタ リス ト と いう 
の は 、 基 本 的 に は シン プル & ス トレ イト な イク イッ プ メ 
ント ・ モ セ モッ ト で プレ イ す る 人 が ほとん ど だ 。 極論 すれ ば 
エフ ェクト は な く て 、 ギ ター は レス ポー ル 1 本 、 ア ンプ 
БІН, 38ا‎ СЬ Х- +e Oy 2. Ye K у 
ー ス の ギタ リス ト な ら 、 十 分 な 演奏 は 可能 で ある し 、 多 
分 その サウ ンド は 、 ほ ぼ そ の ギタ リス ト な ら で ほ は の モノ 
に な っ て いる ハズ だ 。( ジ ャ ズ ・ ギ タリ スト な ら フ ロン ト ・ 


ビ ピックアップ を 用 い 、 アデ ンプ ・ ヴ ォ リ ュー ム を クリ ー ン ・ 
サウ ンド を キー プ で きる と ころ まで 絞る 。 ハー ド ・ ロ 
ク ・ ギ タリ スト な ら リ ア を 用 い 、 目 一 本 オー ツァ ー ド ラ 


イィ イツ す る まで 、 ア ンプ の ヴォ リュ ー ム を 上 げ る 。 プ ルー 
ス ・ ギ タリ スト は 、 フ ロン ト & リ ア の ミッ クス が 多く 、 
ディ スト ーション が 強く な り 過 ぎ な い ボ イン ト で ヴォ リ 
ュー ム を 押え る 、 と いう 程度 の 使用 法 の 違い が ある だ け 
TE) 

そん な 状況 で どれ だ け 自 分 の 音 を 出せ る か 12 が 、 そ の 
ギタ リス ト の 実力 を 示し て いる の で ある 。 

レス ポー ル の リア P.U. を ツ ォ リュ ー ム ・ ト ー ン と も フ 
ル 、 ア ンプ の ヴォ リュ ー ム と トー ン も プル ・ ア デップ 、 と 
いい 3 均一 条件 で も ギタ リス ト ご と に サウ ンド は 異な る 
事実 、 ほ と ん どの ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ギ タリ スト の ギタ ー 
デン プ の 使用 法 は そん な モノ だ 。( 裏 を 返す と 、 周 知 の 
衣 し い 現実 だ が 、 い くら 同じ 楽器 を 同 ヒ 使用 法 で 鳴ら し 
だ つも り で も 、 ま ん まま ソックリ と は な ら な いこ と を 意味 
し て いる 。) 

それ か ら 
れ な い 


“t7 7 К" £#att—+2 EC j3— H., € 
で は ほしい の は 、 そ の ギタ リス ト の サウ ンド (ER 


Zy— YOURE 7 0954017 


っ て いる モノ ) は 、 結 局 、 左 手 の フ ィ ン が ガリ ング ・ テ ク 
Rs 
こと だ 。 特に ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ギ タリ スト の 演奏 に [ 
チョ ー キ ング と ヴィ プラ ー ト が 付き も の で (取り 分 け ゲ 
イィ リー の プレ イ の 特徴 で も ある 『! )、 そ の 両者 が 後 色 す る 
ピッ キン グ と 共に 、 例 え イ クイ ッ プ メン ト が 均一 条件 で 
SS その サウ ンド を その ギタ リス ト な ら で 
の モノ と し て 仕上 げ る の で ある 。 WWE + s — x 
xi ара за савы алы 
い の で ある が * (ビッ キン グ は 大 あり 0)、 ロ ッ ク ・ ギ ター・ 
サウ ンド = テニ ゲ イリ ー・ ム ー ア ・ サ ウン ド の 現実 的 な 完全 
コピ ー を めざす な ら 、 ヴ ィ プ ラー ト 、 チ ョ ー キ ング の ニ 
ュ ア ンス まで コピ ー し て いな いと 、 し ょ う も な い の で あ 

る 。 一 一 コレ が 大 変 な の だ 


17 


18 


HOP, 


ピッ キン グ ご こそ が ギタ ー・ サ ウン ド の 心臓 部 
ゲイ リー・ ム ー ア に 限ら ず 、 ギ タリ スト の サウ ンド の 
個性 は ピッ キン グ に 秘め られ て いる 。 
ピッ ク の グリ ッ プ 、 ビ ピッ キン グ の 仕方 、 ビ ピッキング ・ 
ボ ポジ ショ ン 、 力 加減 、 そ し て ピッ ク 自 体 の 形 、 材 費 、 旭 
а. ظا‎ 8 と いう よう な 要素 が ミッ クス され 、 サ ウン 
ド の 個性 を 生む お 。 ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ギ タリ スト な ら 


中 入 九 、 ほ ほぼ 同様 な 要領 で は ある が 、 そ の “ла” に 
は 含ま れ な い ニ ー ル ・ シ ョ ー ン 、 ジ ェ フ ・ ワ ト ソ ン 、 ジ 
ョ ン ・ サ イク ス ら も ソレ ナリ の 要領 が ある ワケ だ し 、 ま 
た “А” の 人 達 も 全く 同じ と いう こと で は な い 。 


А ЕСЕ 47718 
(へ ヴィ ・ メ タル ・ ビ ピッキング ) 


ゲイ リー は 、“ 和 八 九 " に 入る 、 ほ ぼ 一 般 的 な ビッ キン グ 
だ 。 ビ ピッ ク は 、 フ ェ ン ダー な どの ティ アド ロッ プ ・ タ イ 
プ の ハー ド で 、 ピ ッ ク を 深く 持ち 、( 右 手 の ) 親指 の 先 が 
1 弦 の 方 に 向き な が ら 弦 に ピッ ク を 探り 付け る よう に デア 
タッ ク を 効か せる 。 ビ ピッ キン グ ・ ポ ボ ポジション は (スト ラ 
ト で 言う と ) リア 串 セ モン ターP.U. の 問 で リア P.U. 寄 り 、 
と いう と ころ で ある 。- 一 一 シ ツ コ い よう だ が 、 と いう の 
も 「 の よう な 感じ 」 で あり 、 そ の モノ で は な い 。 TILA, 
そこ に 加わ る ゲイ リー の カカ 加減 が 最 重要 だ か ら 。 

それ は ほ は 、 や は りか な り の 強 き だ ろう 。 ハ ー ド ・ ギ ター 
を プレ イ す る ギタ リス ト の ほとん ど は ピッ キン グ が 強力 
な の で ある が 、 中 で も ゲイ リー は ズバ 抜け て いる の で は 
な い だ ろ うか 7? と に か く ス トラ ト に .010 一 .052 と いう 
(一 毅 釣 に は .009 一 .042 だ ろう 。 こ の 違い は 大 きい |) 
へ ツィ な を ゲージ ・ モ ッ ト を 張り な が ら も 、 ソ レ を 全く 感 
じき させ な い ス ピー ディ ー か つ パ ワ フ ル な ピッ キン グ を 自 
由 自 在 に キメ られ る の だ か ら ・…… ° 


本 物 の オー ヴァ アード ライ ヴ ・ サ ウン ド 作 り 


「 ア デイ リー・ ム ー ア ・ サ ウン ド 」 で 述べ て いる よう に 、 
ІЗ (フレ キシ プル な 行き 方 も 取り 入れ な が ら ) 基本 的 
に ナチ ェ ラ ルー オー ツァ ー ド ライ ダマ サウ ンド で プレ イ 
する ギタ リス ト だ 。 

あえ て "ナチュ ラル "と 形容 し て いる の は 、 単 な る オ 
ー ツ ヴ ツァー ドラ イツ ・ サ ウン ド (ファ ズ 系 エフ ェクト で 手 


ム ピック を 深く 持つ 


軽 に ドラ イヴ させ た 音 も 含む ) で は な く 、 基 本 的 に ビッ 
キン グ と ギタ ー と アン プ だ け で 、 エ フェ クト の カカ を 借り 
ず に 、 弾 き 出 し て いる サウ ンド だ か ら 、 で ある 。 

м QS ma ド エ フ デ グ クト ド (アァ アズ に ディズ ト キー ショ 
ン 、 オ ー ヴ ツァ ー ド ライ ヴ と いっ た 製品 ) を 使わ な い ナ チ 
ュ ラ ル ・ オ ー ヴ ツァ ー ド ライ ツ ・ サ ウン ド 」 を 知ら な い ギ 
ター・ キ ッ ズ 、「 よ く 話 に は 聞く が 体験 し た こと が な い 』 
と いう キッ ズ 、1 度 で いい か ら プ ロ が よく 使っ て いる デア 
ンプ を プロ が プレ イ し て いる の と 同じ ぐら ちら い の ヴ ォ リ ュ 
ー ム で 鳴ら し 、1 一 2 時 間 で いい か ら プ レイ し て みよ う 。 
また は 、25 セ ンチ か 30 モ ンチ の スピ ー カ ー を マウ ント し 
た 20 一 30 ワ ッ ト 以 上 の デア ンプ を 持っ て いな が ら フ ル ・ ア 
ッ プ で 鳴 し た こと が な か っ た キッ ズ 、 近 所 迷 薄 で な か っ 
た ら 、 実 行 し て みよ う 。( ほ と ん ど プ ロ の 使っ て いな い メ 
イィ カー の 製品 だ と 、 結 果 が ベタ ー と は 言い 切れ な い が ) 
モチ ロン 、 マ ー シ ャ ル ・ ア ンプ が ベス ト で ある 。 ギ ター 
は 、 シ ング ル ・ コ イル より は ハム バッ カー の 方 が 失敗 が 
Ze. 一応 ファ ズ 系 エフ ェクト も ある と ベタ ー で ある 。 
サテ 、 カ ス ・ レ コー ド 1 枚 か 、 カ ス な コン サー ト 1 回 の 
失敗 と 思っ て 、 マ ー シ ャ ル ・ ア デア ンプ の ある 貨 し スタ ジオ 
で 本 物 の 、 ナ チュ ラル ・ オ ー ヴ ツァ ー ド ライ ウツ ヴ ・ サ ウン ド 
を 体験 し て みよ う 。 

余計 な エフ ェクト や ギタ ー を 買う 子 算 が ある の な ら 、 
マー シャ ル な の に 49.000 円 ( 正 価 )、 マ ー シ ャ ル な の に 12 
ワッ ト 、 マ ー シ ャ ル な の に ヘッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ ク 付 、 
49.000 円 な の に あの 有名 な セレ ッ シ ョ ン ・ ス ピー カー(25 
セン チ ) を マウ ント し 、2 ヴォ リュ ー ム ・ タ イプ で 、 そ 
れ ぞ れ サ ウン ド ・ カ ラー の 異な る Hi、Low ふた つの イン 
プッ ト ・ ジ ャ ッ ク を 備え た 、"LEAD 12" を 購入 し よう 。 

マー シャ ル も し く は プ ギ 、 ハ イワ ッ ト 、 フ ェ ン ダー、 
ミュ ー ジ ッ ク ・ マ ン あ た り を ソレ ナリ の ヴォ リュ ー ム で 
鳴ら し た こと が ある キッ ズ な ら 実 感 し て いる と 思う が 、 
ファ ズ 系 エフ ェクト が 電気 的 に 作り 出す オー ヴァ ー ド ラ 
ィ ツ は し ょ う も な い の で ある 。 デ ィ ス トー ショ ン 、 サ ス 
テイ ン の 質 と も に ああ いっ た アン プ の も の と は 比べ モノ 
に な ら な い 。( モ チロ ン 、 他 の エフ ェクト と の 併用 で まり 
本 物 ら し く 加 工 す る こと は で きる 。) 800 字 ほど 回 り 道 し 
た の は 、 こ れ が 言い た か っ た か ら 、 で ある 。 で 、 な ん と 
この 事実 は 、 ほ と ん ど 体 験 し た こと の ある 人 に し か 理解 
で き な い も の な の で 、 余 計 な お 世話 か も 知れ な い が 、 本 
格 的 マー シャ ル 体 験 を する よう に 、 推 め て いる ワケ で あ 
Ф, 

Fr 何故 マー シャ ル か !27」 と いう と 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク グ 
へ ツィ ・ メ タル に は 打っ て つけ の サウ ンド の 出せ せる デン 
プ だ か ら 、 で ある 。 

デア ィ イリ ー を 初め 全て の プロ ・ ギ タリ スト が 愛用 し て い 
る 100 ワッ ト か 50 ワ ッ ト の マー シャ ル は 、 ト ラン ジス タ 
(ソリ ッ ド ・ ス テイ ト ) で は な く 、 チ ュー ブ (KBP): 
シュ テム で ある た め 、 そ の チュ ー ブ の 個体 差 な ど に よっ 
て トー ン の ニュ アン ス は 1 右 1 右 違っ て くる だ ろう が 、 
大 概 十 分 な を アデ ィ ス トー ショ ン (ROSA) の 質 と 量 、 そ 
し て サス テイ ン を 得る こと が で きる 。 一 番 オ ー ヴ ツァ ー ド 
ライ ツウ (ディ スト ーション を 生み 出す 状態 ) させ や すい 


の は マス ター・ ヴ ォ リ ュー ム 付 50 ワ ッ ト で 、 以 下 マ スタ 
ー 付 100 ワッ ト 、( ワ ン ・ ヴ ォ リ ュー ム の ) 50 ワ ッ ト 、 同 
じ く 100 ワッ ト と いう 順番 で 、 そ れ ぞ れ デ ィ ス トー ショ 
ン の 質 と 量 、 ト ー ン ・ ニ ニュアンス は 若干 異な る が 、 と り 
あえ ず マ ー シ ャ ル ・ サ ウン ド で ある 、 と 言っ て いい 。 
単に オー ヴァ ー ド ライ ヴ き せる な ら 、 プ ギ を 初め と し 
た マス ネタ ー 付 チュ ー プ ・ ア ンプ で も 十分 な を の で ある が 、 
その ディ スト ーション の 賢 と トー ン ・ ニ ュ ア ンス か ら マ 
ー シ ャ ル を 選ぶ 人 が 多い 。 た だ し 、 へ ヴィ ・ メ タル 以外 
の ギタ リス ト の 間 で は 好き 嫌い が 分 か れ 、 ど ちら か と い 
うと 嫌う 人 が 多い 。 

ディ スト ーション と サス テイ ン を 得 た い 、 と いう だ け 
な ら 確 か に エフ ェ ク ト で も 十分 で ある 。 ヤ マハ の ハー デ 
ィ ス ト 、 ポ ス の DS-1 や へ ヴィ ・ メ タル 、 マ クソ ン の SD-9 
マグ ナム ・ デ ィ ス トー ショ ン な ど 、 マ マーシャル を 含め ア 
ンプ で は 不可 能 な まで の ディ スト ーション と サス テイ ン 
を 電気 的 に 作り 出し て くれ る 。 

が 、 そ の サウ ンド は 、「 歪 ん で る 」、「 デ ィ ス トー ショ ン 
| と サス テイ ン が 十 二 分 」 と いう だ け で 、 マ ー シ ャ ル を 初 
め と し た 一 流 ア ンプ の 持つ 、 ア ンプ の ナチ ュ ラ ル ・ オ ー 
ヴァ ー ド ライ ヴ ・ サ ウン ド と は 、 似 て 異な る モノ と 認識 
СТІ, 特に アン プ の ヴォ リュ ー ム ・ レ ツェ ル が 低 
いと エフ ェクト 身 が 強く な る 。 加え て 、 ピ ッ キ ング が 弱 
いと 最悪 で ある 。 ゲイ リー 並 と は 決し て 言わ な いか が 、 仮 
に エフ ェクト が な く て も 十分 な オー ツァ ー ド ライ ヴ ・ サ 
ウン ド が 弾き 出せ る よう に な っ て いて 鈴 し い モ ノ だ 。 ま 
た 、2 ヴ ツ ォ リュ ー ム ・ タ イプ の アン プ な ら 、 プ リ ・ ア ン 
Z ( ツ ォ リュ ー ム 1) # 「10」( ま た は ソレ 近く ) に する 
こと で 、 マ スタ ー・ ヴ ォ リ ュー ム の レヴ ェ ル に 関わ ら ず 
オー ヴァ ー ド ライ ウツ は 得 ら れる が 、 マ スタ ー の レヴ ェ ル 
が スピ ビー カー を 十分 振動 きせ られ る と ころ まで いっ て い 
な いと ( 音 が 小さ いと )、 や は り “本 物 の オー ツァ ー ド ラ 
AT TIS FE" が 持つ パワ ー、 ラ ウド 感 、 豊 か さま で 
は 望め な い 。 言 うま で も な く 、 こ の 場合 も ピッ キン グ が 
十分 な パワ ー を 持っ て いな いと 、 よ り 貧 弱 な サウ ンド に 
な る 。 


[JUMP 
手軽 で 気軽 な G. ムーア ・ サ ウン ド 徹 底 研究 


そう 、 結 局 ア イリ ー・ ム ー ア ・ サ ウン ド の 完全 コピ ー 
を 目 さ すす な ら 、 と りあ え そ ず 同様 の ギタ ー と そし て マー シ 
ャ ル ・ ア ンプ を 用 い 、 徹 底 的 に ピッ キン グ を 彼 へ 近づけ 
て いく し か な い 。 

が 、 そ れ に し て も 不可 能 に 近い ワケ だ し 、 ス テー ジ 〒 
大 き な ス タ ジ オ 以外 で は マー シャ ル の 使用 きえ まま な ら 
| ない の だ か ら 、 完 全 コ ピー は 一 度 ア キ ら め て 、 小 さ な ス タ 
| ジオ 、 個 人 練習 の 範囲 で 邊 の サウ ンド に 近づい て みよ ょ よう 。 

こう いう ケー ス で も ベタ ー な の は マー シャ ル ・ ア ンプ 
の 使用 だ 。LEAD 12 の みな ら ず 、 マ ー シ ャ ル は 、 例 の 2 
メー トル 近い 高き の 3 段 積 み ユ ニッ ト 3 と は タイ プ の 異 
な る 製品 も 発売 し て いる の で 、 使 える 範囲 の ワッ ト 数 の 


製品 を 選ぶ 。 個 人 練習 に は LEAD 12 が ベス ト で ある 。 
マー ジャ ル 以 外 の アン プ デ な ら 、 エ フェ クト を 佐用 し て 
みよ う 。 ファズ 系 、 プ ブー スタ ーー 系 、 イ コラ イザ ー 系 な ど 


何ら か の ゲイ ン ・ プ ブー スト の 掛け られ る エフ ェクト な ら 、 


それ ぞ れ 使い 道 が ある 。 が 、 こ うい う 場 合 も な る べく ア 
ンプ の ヴォ リュ ー ム が 大 きい 方 が ベタ ー な の で ある 。 
ファ ズ 系 エフ ェクト な ら 、2 ヴォ リュ ー ム ・ デ ンプ の 
場合 アリ を 「6 一 8」 に し 、 エ フェ クト の 方 は レヴェル を 
大 きめ に 取り 、 掛 か り は 抑え る 。 大 区 、 エ フェ クト を 使わ 
ず プ リ 「10」 に し た な オーヴァー ド ライ ヴ よ り は 、 よ り ン パワ 
フル か つ ナ チュ ラル さも 残っ た サウ ンド に な る だ ろう 。 
ブース ター 系 、 イ コラ イザ ー 系 な ら 、 や は り 2 ヴ ォ リ 
ュー ム ・ ア ンプ の 場合 プリ を 「8 一 10」 に し て 、 エ フェ 
クト を 調節 し て みよ う 。 モ チロ ン 、 イ コラ イザ ー の 方 が 
細やか に トー ン を 作れ る し 、 レ ヴェ ル ・ コ ント ロー ル に 


よっ て ヴォ リュ ー ム ・ プ ブー スト も 掛け られ ベタ ー で ある 。 


以上 の 2 通り の や り 方 は 、 ゲ ダイ リー を は じ め 、 多 く の 
マー シャ ル を 使っ て いる プロ ・ ギ タリ スト も 用 いて いる 
ベタ ー か つ 狐 自 の ニュ アン ス を 出す な た め の イ クイ ッ プ メ 
ント ・ セ ッ テ ィ ング と 言え る 。 

ワン ・ ヴ ォ リ ュー ム の デア ンプ し か 持っ て いな い 人 、2 
ヴォ リュ ー ム ・ ア ンプ を 持っ て いる が 任 弱 な ドラ イヴ し 
か 得 ち られ な いと いう 人 人 は 、 思 い 切 っ て エフ ェクト の み で 
サウ ンド を 作っ て みよ う 。 オ ー ツ ヴァー ドラ イヴ か ディ ス 
トー ショ ン と ネー ミン グ さ れ た 製品 か 、 そ れ に コン プレ 
ッ サ ー、 イ コラ イザ ー あ た り を 絡め る こと に より 、 か な 
り 肉 帝 で きる モノ だ 。 オ ー ウ ヴァ ー ド ライ ウツ と ディ スト ー 
ショ ン の コン ビ ネ イ ショ ン と いう の も か な り 使 える ( こ 
の あと いく つか モッ ティ ング 例 や モッ ティ ング の 解説 が 
ある が 、 そ の 場合 、 メ イカ ー の 製品 差 を 忘れ な いで 鈴 し 
い 。 つま り 例 に 示す 数 値 が 全て の 製品 に 当て は まる こと 
は な いか ら 、 各 自 の セッ ティ ング 、 コ ン ビ ネイ ショ ン に 
関す る 研究 も 大 い に 必 要 で ある )。 筆者 と し て は 、 ヤ マハ 
の コン プ +†O.D. か コン プ 二 DIST、 ま た は マク ソン の DIST 
+O.D. と いっ た コン ビ ネ イ ショ ン を ゲイ リー・ ム ー ア を 
コピ ー す る 際 の 基本 的 オー ヴ ツァー ドラ イヴ ・ サ ウン ド と 
し て 勧め た い が 、 言 うま で も な く 各 自 が ベタ ー と 感じ る 
方 法 で プレ イ す れ ば 良い 。 ま た 、 い ずれ に し て も イコ ラ 
イザ ー を どこ か で 絡め て 特に 100Hz あ た り の 低 域 を プー 
スト し パワ フル さき を 加え よう 。 忘れ な いよ うに 。 

さて 、 オ ー ヴ ヴァー ドラ イヴ ・ サ ウン ド を キメ た 上 で 必 
要 な の は エコ ー 系 エフ ェクト 。「 ゲ イリ ー・ ム ー ア ・ サ ウ 
ンド 」 で 何 庶 か 触れ て いる よう に 、 エ コー に よる さき さり気 
な い メ イク ・ ア ッ プ が ゲイ リー の ギタ ー・ プ レイ を 巧 く 
盛り 立て て いる の だ か ら …… o あと は 、 手 持ち の エコ ー・ 
マシ ー ン に モジ ュ レ イシ ョ ン が 付い て な い の な ら 、 コ ー 
ラス ・ マ シー ン 、 フ ラン ジャ ー も ある と 使え る 。 また 、 
エコ ー・ マ シー ン は 2 一 3 台 あ っ た 方 が ベタ ー。 

で は 、「 ホ ー ル ド ・ オ ン ・ ト ウ ・ ラ ヴ 」、「 オ ー ル ウェ イ 
ズ ・ プ ナ ・ ラ ヴ ・ ユ ー』、「 エ ンド ・ オ プ ・ ザ ・ ワ ー ル Ej 
の 3 曲 に 関し て 、 よ り 具 体 的 に エフ ェクト を 用 い サ ウン 
ド ・ コ ピー し て みよ う 。 一 言う まで も な く 、 あ くま で ビ ピ 
ッ キ ング も 真似 な いと し ょ う も な い 。 
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HOLD ON 
TO LOVE 


C4) وس‎ OYE, С 
べた よう に 、 彼 は 各 ア ル バ ム に お いて 、 
いく つか の イク イッ プ メ ント ・ セ ッ ト を 
使い 分 ける タイ プ で ある 。 今回 (1984 年 
2H) の 来 日 で も ステ ー ジ で は ほとん ど 
例 の サー モン ・ ピ ンク の スト ラ ト し か 使 
わな か っ た ゲイ リー だ が 、『 炎 の 舞 」 で は 
レス ポー ル の ジュ ニア 、 ス タン ダー ド そ 
し て スト ラ ト の 3 本 を 使い 分 け て いる 。 
ここ で は レス ポー ル ・ ス タン ダー ド と ス 


GAIN (VOLUME) MASTER VOLUME 


DELAY TIME 3 LEVEL. 


100 200 400 800 lbk 32k LEVEL (2) 
HS 


トラ ト を 用 いて いる の だ ろう 。 

アン プ は 多分 、 全 て マー シャ ル だ ろう 
し 、 全 編 オ ー ヴ ァ ー ド ライ ヴ ・ サ ウン ド 
で ある か ら 、「 別 に どっ ち で も 良い 」 と 思 
う キ ッ ズ も 多い だ ろう 。 一 確か に そう だ 
し 、 ア ー ミ ング ・ ヴ ィ プ ラー ト が ある の 
で バン ド で プレ イ す る 場合 スト ラ ト を 使 
うし か な い 。 が 、 ゲ イリ ー に と っ て は 同 
様 に オナ オーヴァー ドラ イヴ さ せ て いな が ら 
も 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で スト ラ ト 、 
レス ポー ル そ れ ぞ れ の テイ スト を 使い 分 
けた く な る 、 と いう こと だ 。 確か に どっ 
ち で も 良い の だ が 、 そ うい う ゲ イリ ー の 


TREBLE 


DRIVE LEVEL 


サウ ンド に 対す る セン ス は よく 理解 し て 
欲し い モ ノ だ 。 

ピッ クア ッ プ は リア と フロ ント を 使い 
分 ける が 、 割 と 珍し く フ ロン ト の 方 が メ 
イン で ある 。 フ ロン ト P.U. が ハム バッ カ 
ー の 場合 、 少 々 シン グル ・ コ イル 的 に プ 
ライ ト に 鳴 し た 方 が この 演奏 で は ベタ ー 
で ある 。 

エフ ェクト は 、 デ イィ レイ ・ エ コー を 多 
種 多様 に 使い 分 け て いる が 、 プ ログ ラマ 
プル ・ タ イプ を 持っ て な い 場 合図 の よう 
な セッ ティ ング で ムー ド を 高め れ ば ベタ 


о 


азна 


DIST. LEVEL 


ALWAYS СОММА” » <... 


LOVE YOU 


『 大 いな る 野望 」 の 中 で 唯一 レス ポー 
ル ・ ス タン ダー ド を 使っ て いる ギタ ー・ 
ソロ が 聴け る 。 ピ ッ ク ア ッ プ は や は り リ 
ア を 用 い 、 エ フェ クト は 数 種 の エコ ー で 
ある 。 

も っ と も 、 こ の ファ ッ ト な リア ・ ピ ッ 
クア ッ プ ・ サ ウン ド さ え ゲ イリ ー は ス 


トラ ト で も 再現 する こと が で きる が …… 


去年 (83 年 ) の ステ ー ジ で は この 演奏 を 
日 に よっ て スト ラ ト か レス ポー ル か 使い 


GAIN (VOLUME) MASTER VOLUME 


BASS 


100 200 400 800 lbk 32k ظا‎ 


エコ ー は 、「 エ ンド ・ オ プ ・ ザ ・ ワ ー ル 
ド 」 同 様 で 全体 に は 、 ま ず リ ヴァ ー プ ・ 
エコ ー。 そ し て 、 ソ ロ の エン ディ ング に 
リピ ー ト を 多く 掛け た ロン グ ・ デ ィ レ イ 
で ある 。 最 近 は 少々 高価 で は ある が 、 ゲ 
イリ ー も 使い 始め た ロー ラン ド SDE-3000、 
そし て SDE-1000 な ど プ ログ ラマ ブル な エ 
コー・ マ シー ン が 登場 し 、 レ コー ド 同 様 
| 曲 の 中 で 数 種 の エコ ー を 使い 分 ける 、 
と いう 技 が | 台 の エコ ー・ マ シー ン で も 
可能 に な っ て し まっ た し 、 数 種 の エコ ー 
を 組み 合わ せ た エ コー 効果 も 用 いる た め 


⑩ 


TREBLE 


MIDDLE 


ч 


に 複数 の エコ ー・ マ シー ン を 所 有 し セッ 
ト し て いる ギタ リス ト な ら 、 言 うま で も 
な く | 曲 の 中 で その マシ ー ン を 別々 に 使 
うこ と で 同様 な 演出 が で きる 。 一 ディ レ 
イ ・ タ イム は 製品 に よっ て 異な る が 、 特 
に ゲイ リー の サウ ンド ・ コ ピー に は 500 
ミリ 秒 で らい まで の モノ が 必要 で ある 。 

また 、 こ こ で の 3 曲 の セッ ティ ング 例 
は 、 い ずれ も 個人 練習 に 合わ せ 、 ア ンプ ・ 
ヴォ リュ ー ム を 下げ た クリ ー ン な 状態 を 
想定 し て ある 。 ま た 、 製 品 差 に よる 数 値 
調整 を 考慮 し て 欲し いし 、 独 自 の アレ ン 
ジ も 加え て みよ う 。 


ee 
E 


ND OF THE 
WORLD 


『 大 いな る 野望 」 に お ける 典型 的 な ゲイ 
リー・ ム ー ア ・ サ ウン ド で ある 。 つ まり 
ノー マル な シン グル ・ コ イル ・ ピ ッ ク ア 
ッ プ の オー ルド ・ ス トラ ト を より ナチ ュ 
ラル に オー ヴァ ー ド ライ ヴ さ せ た サ ウン 
ド 。 

ピッ クア ッ プ は 例 に よっ て ほとん ど リ 


ア に セッ ト し て いる が 、 中 間 部 の メイ ン ・ 


ソロ で は フロ ント に チェ ンジ し て いる 。 
エフ ェクト は エコ ー の み 。『 大 いな る 野 


GAIN (VOLUME) MASTER VOLUME 


100 200 400 800 l.bk 32k LEVEL 


望 」 に お ける サウ ンド の 特徴 で ある が 、 

まず は リヴ ァ ー ブ ・ エ コー を 大 きめ に 掛 
け 、 ホ ー ル (大 会 場 ) 的 な ムー ド を 出す 。 
エコ ー・ マ シー ン て で も 似 た 感じ は 出せ る 
が 、 レ コー ディ ング な ら リ ヴァ ー プ また 
は 集 斉 の マイ ク ・ ア レン ジメント な ど を 
活用 する 。 特 に 、 最 近 は レキ シコ ン な どの 
デジ タル ・ リ ヴァ ー プ が 大 活躍 で ある 。 

か つて 鉄板 、 エ コー・ ル ー ム 、 ス プリ ン 
グ な ど て で 作り 出し た リヴ ァ ー ブ も 、 デ ィ 
レイ ・ エ コー が テー プ 、 ア ナ ロ グ IO シス 
テム か ら デ ジタル ICO シス テム に 進歩 し た 
よう に 、 デ ジタル で あら ゆる と 言っ て も 
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BASS MIDDLE TREBLE 


良い ほど の 様々 な ヴァ リエ イシ ョ ン が 作 
れる よう に な っ て いる 。 中 間 部 の ソロ の 
エン ディ ング で エコ ー・ マ シー ン の ロン 
グ ・ デ ィ レ イ ( 十 リ ピー ト ) を 使い た い 
の で 、 リ ヴァ ー プ ・ エ コー は アン プ の ス 
プリ ング ・ リ ヴァ ー プ で 加え る の が 良い 
だ ろう 。 一 た だ ひと 口 に スプ リン グ ・ リ 
ヴァ ー ブ と は 言っ て も 効果 の 程度 の 良し 
悪し が ある の で 、 今 一 歩 と 思う な ら エ コ 
ー・ マ シー ン の セッ ティ ング て で 工夫 し て 
みよ う 。 


سرت 


2 
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` و"‎ ゲイ リー・ ム ー ア の ギタ ー・ テ クニ ッ ク 及 び 記号 解説 @ 


by 奥沢 明雄 


スキ ッ ド ・ ロ ウ 、 コ ラ シ ア ム I、 シ ン ・ リ ジィ 、G・ 
フォ ー ス 、 セ ッ シ ョ ン ・ メ ン バ ー と し て で は ある が コー 
ジー・ バ パウ エル 、 グ レッ ク ・ レ イク 等 と の プレ イ 、 そ し 
て も ちろ ん ソロ ・ ア ル バ ム で の プレ イ ‥…… 。 それら の ど 
れ を と っ て も 、 手 を 抜い た 感じ の も の は ひと つと し て 無 
い 。 こ れ は 、 ゲ イリ ー・ ム ー ア が 常に 全力 投球 で ギタ ー 
と 取り 組ん で きた こと の 証 で も ある だ ろう 。 め ぬるま湯 の 
中 で は 絶対 に ギタ ー を 弾 か な いと いう ゲイ リー の ある 意 
味 で ハン グリ ー な 精神 が 、 こ れ ら の テン ショ ン の 高い プ 
レイ を 生み 出し た と も 言え る 。 

そし て 、 そ れ を 実践 する た め に 必要 な テク ニッ ク を あ 
ら ゆ る 分 野 か ら 吸収 し よう と いう 姿勢 、 最 終 的 に は ハー 
ド ・ ロ ッ ク を や り た い の だ けれ ど リ ター ン ・ ト ウ ・ フ ォ 
ー エ バー の よう な 音楽 に まで も 傾倒 で きる と いう 貧 欲 な 
柔軟 性 が 現在 の 彼 を 支え て いる と いう 点 も 、 決 し て 見 逃 
し て は いけ な いと 思う 。 

これ ら す べ て を 含ん だ 彼 の 、 ロ ッ ク ン ロー ル 魂 むき 出 
し の 生き 様 ま で コピ ー す る こと が で きれ ば 、 君 の 出す 音 
は ひと 回 り も ふた 回 り も スケ ー ル ・ ア ッ プ する は ず 。 是 
非 頑 張っ て トラ イ し て も らい た い 。 
文 チョ ー キ ング 

これ は 、 押 えて いる 弦 を フレ ッ ト と 同じ 方 向 に 引張 る 

(押し 上 げ ば る) こと に よっ て 音程 を 変化 させ る テク ニッ 
ク で 、 ロ ッ ク ・ ギ ター に は 欠か せな い 重 要 な も の だ 。 も 
ちろ ん 弦 を 引張 る 加減 で どの よう に で も 音程 を 変化 させ 
る こと が で きる (も ちろ ん 限界 は ある ) の で 、 逆 に 言え 
ば 正確 に チョ ー キ ング する こと が 非常 に 難し い テ クニ ッ 
ク だ と も 言え よう 。 ま た 、 チ ョ ー キ ング する スピ ー ド を 
変え る だ け で 相当 の ニュ アン ス の 違い を 出す こと も 可能 
だ 。 つ まり 、 チ ョ ー キ ング は 無限 の 表情 を 持っ た テク ニ 
ッ ク と 言う こと が で きる 。 

a.) チョ ー キ ング の 方 法 

多く の 場合 薬指 を 使っ て チョ ー キ ング する が 、 こ の 時 
で きる だ け 人 差 指 と 中 指 を 薬指 に そえ て 、 3 本 の 指 で 弦 
を チョ ー ク する よう に し よう 。 ま た 指 だ け で チョ ー ク す 
る の で は な く 、 ネ ッ ク の 下部 に 接し て いる 人 差 指 の つけ 
根 あ た り を 支点 に し て 、 手 首 の 回 転 に よっ て チョ ー ク す 
れ ば 、 よ り 安 定 し た チョ ー キ ング を 行なう こと が で きる 。 

中 指 で の チョ ー キ ング も 全く 同じ 要領 で 、 中 指 に 人 差 
指 を そえ て 行なう が 、 人 差 指 で の チョ ー キ ング の 場合 は 
特に 力 不足 に な り が ちな の で 手首 の ひね り を 充分 生か し 
た テコ の 原理 を 応用 レ し て チ ョ ー ク する よう に し よう 。 も 
ちろ ん 1 一 4 弦 は 上 へ 向っ て 押し 上 げ 、5 一 6 弦 は 下 へ 
引張 る こと に な る 。 


b.) チョ ー キ ング の 音程 

大 ま か に 分 ける と 、 4 分 の 1 音 ( ク ォ ー タ ー) 、 半 音 、 
18. 1 音 半 、 そ れ 以 上 と いう それ ぞ れ の チョ ー キ ング 
に な る 。 そ れ 以 上 と いう の は 、 も ちろ ん 2 音 、2 音 半 、 
3 音 ま で も 含む が 、 こ の あたり まで くる と 正確 に 音程 を 
ペン ド す る と と より も 、 よ り エ キサ イ テ ィ ング で トド リッ 
キー な フレ ー ズ に する た め に 、 音 程 を 無視 し た チョ ー キ 
ング を 行なう こと が 多く 、 し た が っ て テク ニッ ク 的 に と 
うこ うと いう の で は な く 、 感 覚 的 な 要素 が 前 面 に 出 て く 
る わけ で ある 。 | 

し か し 、 ク ォ ー タ ー・ チ ョ ー キ ング ー 1 音 半 チョ ー キ 
ング は 、 正 確 な 音程 を 得 な けれ ば 何 の 意味 も な い デ リク, 
ー ト な も の だ 。 弦 や フレ ッ ト に よっ て 、 同 じ 音 程 を チョ 
ー ク する に も 力 の 入れ 具合 い が 違 っ て くる し 、 と に か く : 
左手 の フォ ー ム を 安定 させ た 、 し っ か り と し た チョ ー ギ | 
ング ・ テ クニ ッ ク を マス ター し て お こう 。 j 
c.) チョ ー ク ・ ダ ウン | 
チョ ー キ ング し て ある 状態 か ら 元 に も どす テク ニッ ク | 
で 、 音 の 変化 も 左手 の フォ ー ム も チョ ー キ ング の まっ が 
CELENTE. も ちろ ん 安定 感 の ある チョ ー キ ン | 
グ ・ テ クニ ッ ク が 身 に つい て いな けれ ば 、 チ ョ ー ク ・ 包 
ウン を キメ る こと も で き な い 。 ま た だ た 、 チ ョ ー キ ング 同様 、 
半音 、 1 音 、 1 音 半 な どの 音程 だ ある が 、4 分 の 1 音 の 
場合 は その 性 質 上 、 チ ョ ー ク ・ ダ ウン する こと は な い 。! 


ささ ヴィブラート 
エレ キ ・ ギ ター の 場合 は 、 ク ラシック ・ ギ ター な ど と 
は 違っ て 弦 を 上 下 に (フレ ッ ト に 治っ て ) ゆら すこ と 
ツィ ブ プラート を か ける 。 つ まり 細か く チ ョ ー キ ング と 弁 
ョ ー ク ・ ダ ウン を くり 返す 感じ で 行なう わけ だ 。 こ の 攻 
法 は 、 ツ ィ プ ラー ト の スピ ー ド は も ちろ ん 、 ゆ れる 音 到 
幅 ま で も コン トロ ー ル する こと が で き 、 そ の ヴィ ブラ ゴ コ 
ト の 特徴 が その まま ギタ リス ト の 個性 と な っ て いる 場 貸 
も 多い の で 、 チ ョ ー キ ング と 並ん で 重要 な テク ニッ ク 姓 
と 言え る だ ろう 。 | 
CNY CED, HEU CHO OTIS < FROG 
эрас, ALUDT AZIK., Wo 
と か ける の が コツ だ 。 慣れ て いく に 従っ て スピ ー ド 、 職 
を 自在 に コン トロ ー ル で きる よう 練習 する こと が 大 切 導 
+. را ہہ | ہے شس سر کر ہد سد‎ #558 
риот. Жита یز کک رہ ہو ہہ‎ 
と いい だ ろう 。 MCRL СБ, REO ERI 
考 に し て ほし い 。 | 
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文 ハ ンマ リン グ ・ オ ン 、 プ リン グ ・ オ フ 
軽く 叩く 感じ で 押え る こと に よっ て 、 ピ ッ キ ング せ ず 
に 音 を 出す テク ニッ ク が ハン マリ ング ・ オ ン と 呼ば れる 
も の だ 。 多 く の 場 合 、 す で に 音 が 出 て いて 、 そ れ よ り 上 
の フレ ッ ト を ハン マリ ング ・ オ ン す る が 、 ピ ッ キ ング し 
て 一 斉一 音 出す より も は る か に スム ー ズ な プレ イ を 行 な 
うこ と が で きる 。 

逆 に 、 弦 か ら 指 を 離す 時 に 軽く ひっ か ける よう に する 
と 、 そ れ が ピッ キン グ の 役目 を 果 し 、 そ れ よ り 低 い フ レ 
ッ ト の 音 が 出せ る ー 一 これ が プリ ング ・ オ フ だ 。 
いずれ も ハデ な テク ニッ ク で は な い が 、 な く て は な ら 
な い 重 要 な も の 。 音 が きれ い に 連 続 し て いる か どう か 注 
意 し な が ら 、 あ ら ゆ る 指 の 組合 わせ で 練習 し て みよ う 。 
まだ た 、 ハ ンマ リン グ ・ オ ン と プリ ング ・ オ フ を スピ ー 
ディ ー に 連続 さき せる と トリ ル と いう テク ニッ ク に な る 。 
た いて い は 人 姜 指 で ある フレ ッ ト を 押え ふえ 、 そ れ 以 外 の 指 
で ハン マリ ング ラプ リン グ と くり 返し て いく が 、 で きる 
だ け 素 速く 行なう こと が ポイ ント だ 。 

太 ス ライ ド 、 グ リッ サン ド 

ある 音 を 出し 、 そ の 音 が 消え な い 内 に 他 の フレ ッ ト へ 
指 を 滑ら せ て いく こと に よっ て も う ひと つの 音 を 得る テ 
クニ ッ ク が スラ イド だ 。 こ れ は 低い 音 か ら 高 い 音 へ 、 ま 
た 、 そ の 逆 も 可能 で 、 ハ ンマ リン グ ・ オ ン や プリ ング ・ 
オフ より も 滑ら か な プレ イ が で きる 。 し か し 、 EFOR 
ジ シ ョ ン が スラ イド し た 分 だ け 動 く こ と に な る の で 、 フ 
レー ズ に よっ て は 使え な いこ と も ある 。 逆 に 、 フ レー ズ 
を 途 切 ら せ ず に ポジ ショ ン ・ チ ェ ン ジ す る 場合 な ど は 、 
非常 に 有効 だ 。 

グリ ッ サ ンド は 、 あ る 特定 の 2 音 を つなげ る も の で は 
な く 、 あ る 適当 な フレ ッ ト か ら 出し た い 音 へ 、 ま た 、 す 
で に 出し て いる 音 か ら 適当 な と ころ まで スラ イド ・ ア ッ 
プ 、 あ る い は スラ イド ・ ダ ウン させ る テク ニッ ク の こと 
を 言う 。 こ れ は 、 ほ と ん ど が フレ ー ズ の 頭 か 終り に 使わ 
れる 。 諸 面 で は 特に 記号 は 決め ず 、~「 や と いっ た 
具合 に 表わし て ある の て で 注意 し て ほし い 。 非常 に 感覚 的 
な も の だ 。 


文 コ ン ビ ネイ ショ ン 

ハン マリ ング ・ オ ン と プリ ング ・ オ フ の 連続 は トリ ル 
に な っ た が 、 こ の よう な 、 異 な る テク ニッ ク を 2 つつ 以 上 
組み 合わ せる こと を コン ビ ネ イ ショ ン と 言う 。 最 も 多く 
使わ れる の は チョ ー ク ・ ダ ウン サプリ ング ・ オ フ だ ろう 。 
例え ば 薬指 で チョ ー ク ・ ダ ウン し 、 そ の まま 人 開 指 人 ヘ プ 
リン グ ・ オ フ さ せる と いっ た も の だ 。 他 に も 様々 な コン 
ビ ネ イ ショ ン が 考え られ る が 、 い ずれ に し て も 、 個 々 の 
テク ニッ ク が 単独 で 行なわ れる より も 、 何 か し ら コ ン ビ 
ネイ ショ ン し て 行なわ れる こと の 方 が 多い 。 こ れ は 、 実 
践 の 中 で 少し ずつ マス ター し て いこ う 。 


記 号 表 

C: チョーキング 。 指定 の 音 か ら ス ラー で 結ん で あ 
る 次 の 音 ま で チョ ー ク する 。 

U り : チ ョ ー キ ング 。 但し 、 チ ョ ー ク し て か ら 音 を 出 
す と いう 点 で 、C と は 区 別 す る 。 

D : チ ョ ー ク ・ ダ ウン 。 

H ハン マリ ング ・ オ ン 。 

P : プ リン グ ・ オ フ 。 

S:・ ス ライ ド 。 但し 、 ボ トル ・ ネ ッ ク 奏 法 等 の スラ 
イド ・ バ パー を 使う 場合 と は 別 。 

tr : トリ ル 。 指 定 の 長 さ だ け 日 と P を 連続 させ る 。 当 
然 ピ ッ キ ング は 最初 の | 回 だ け 。 

⑨U、D、P な ど が スラ ー で 結ん で ある 場合 も 、 ピ ッ 
キン グ は 最初 の | 回 だ け 。 あ と は 左手 の フィ ン ガ 
リン グ で 音 を キー プ し て いく 。 

々 :・ フ ィ ン ガ ー・ ヴ ィ プ ラート 。 

人 人: アー ミン グ ・ ヴ ィ ブ ラー ト 。 
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Рыма by Hiroyuki Yoshihama 


HIIR- -FIYI 

キー ボー ド ・ レ ス の シン プル な 編成 に よる ナン バー だ 
が 、 そ れ で も 無駄 な 空白 の まる で な い 量 感 の ある サウ ン 
ド に 仕上 っ て いる の は 抜群 の ミキ シン グ ・ セ ンス に よる 
も の だ ろう 。 細かい ギタ ー・ サ ウン ド に つい て は 本 文 を 
参考 に し て も ら う と し て 、 こ こ で は や は り ソ ロ に お ける 
効果 的 な ディ レイ の 使い 方 に 注目 し て も ら お う 。 つ まり 
丁度 1 拍 分 遅れ の シン グル ・ デ ィ レ イ が 、 特 に この 曲 で 
多用 され て いる アル ベジ オ ・ フ レー ズ を 一 層 味 わい 深く 
し て いる と いう 点 だ 。 た だ し 田 1 一 6 小節 で は 、 ス ピー 
ディ ー な フレ ー ズ が ボケ な いよ う デ ィ レ イ を オフ に し て い 
る の で 注意 。 

x さ テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 

(Ф: A(onB) と いう 変則 的 な コー ド が 出 て くる 。 こ うし 
た 場合 、 ベ ー ス 音 は 文字 どおり ベー ス に まかせ て 、 ギ タ 
ー は 普通 の コー ド ・ フ ォ ー ム で 済ま せる こと も ある が 、 
C C GI$. 4, $S 2 Мора 4 У | し て 押さ きえ る 
フォ ー ム を 使っ て ベー ス 音 (ФОВЖ) を 加え て いる 。 
そう URED EMT. Lor) EB ЈИ о HE 
み 出 し た い 。 

カッ コ 内 の パー ト は も ちろ ん 別 テ イク に よる も の 。‏ : ری 
右手 は ミュ ー ト ・ フ ォ ー ム に し て ハギ レ 良 く 弾 こう 。 こ‏ 
の 場合 は の 開放 弦 を 利用 し て いる が 、 今 の か わり に‏ 
を 使う 方 法 も ある 。 そ うす る と いわ ゆる オク ター ヴ 奏 法‏ 
の 形 に な る わけ だ が 、 こ の スピ ー ド で 2 弦 を ジャ ンプ し‏ 
て 1 弦 と 3 弦 を ピッ キン グ す る の は 上 難し い だ ろ う 。 そこ‏ 
で すす を 使う こと に な る の だ 。‏ 

⑧③:「3 二 フレ ッ ト 」 な ど と いう と ちょ っ と 暴 様 に 見 える 
が 、 ハ ー モ ニク ス ・ プ レイ に お いて は し ば し ば 使わ れる 
こと を 覚え て お こう 。 具体 的 に は 3 Оз フレ ッ ト 上 よ 


り も 指 1 本 弱 4 フ レッ ト 寄 り の ポイ ント で 、 通 常 よ り も 
強 目 の ピ ッ キ ング に し て 弾く こと 。 

Ф: ゲイ リー が 得意 と する 音程 の 跳躍 する フレ ー ズ だ 。 
右手 の ミュ ー ト を 固め て 、 ピ ッ キ ング は 完全 オル タネ イ 
ト で 弾く 。 左手 は 小指 も 使っ た 方 が 無理 が な い 。 ポ イン 
F は 人 差 指 が 舎 か らき へ 移動 する あたり で 、 そ こ を スム 
ー ズ に キメ られ る よう に し よう 。 

б): 楽譜 上 は 非常 に 複雑 な 速 弾き に 見 える し 、 実 際 か な 
り ト リッ キー に 聴 こ る える る フレ ー ズ だ が 、 タ プ を 見 て わか 
جا لم‎ つま すり 開放 弦 を 利用 し た フィ ン ガ ー・ 
トリ ル で 、 や っ て みて それ は ほど 困難 な プレ イ で は な い 。 
具体 的 に 説明 する と 、 信 を 最初 に ピッ キン グ し (ピッ キ 
ング は この 1 回 だ け )、 決 に 合 に プリ ング 、 さ ら に 信 に 
ハン マリ ング 、 ま だ た 人 す に プリ ング と 、 こ の くり 返 
し で 、 姓 、 竹 な ど ポ ジ シ ョ ン を 移動 きせ て 行く だ け の こ 
と だ 。 左手 は 人 差 指 か 薬指 の どちら か 1 本 だ け で プレ イ 
可能 と いう こと に な る 。 譜面 に に こだわ ら ず に 、 全 体 の 音 
の 変化 の タイ ミン グ に 合う よう に 練習 し て ほし い 。 
(0: この 部 分 は ど ま か し の きか な い ハ イ ・ グ レー ド の 逮 
弾き で 、 フ ル ・ コ ピー する た め に は 練習 に 次 ぐ 練 習 し か 
な い だ ろ う 。 と に か くく トレモロ ・ ピ ッ キ ング と 言っ た 方 が 
いい くら い の オ ル タ ネ イト ・ ピ ッ キ ング で 、 し か も 左手 
と シン クロ させ て 弾く の だ か ら 相 当 ハ ー ド な ワザ と し か 
言い よう が な い の だ 。 こ こも 諸 面 の 細部 に こだわ ら ず に 、 
全体 の 流れ に タイ ミン グ を 合わ せる つも り で まとめ よう 。 
:ری‎ 7 フレ ッ ト は 人 差 指 の ジョ イン ト で まとめ て 押さ え 
る の が ポイ ント 。 も ちろ ん だ た だ べ タ ッ と 押さ えて 弾い た 
の で は 音 が 重なっ て に ご る の で 、 右 手 を 軽 目 に ミュ ー ト 
し て 、 弾 く 弦 に だ け カ を 入れ る よう に する 。 司 、 号 、 清 
と 続く と ころ は D の コー ド ・ フ ォ ー ム と な る が 、 こ の 場 
合 ち も コード ・ フ ォ ー ム で 常時 弦 を 押 き え ず に 、 弾 く 瞬 間 
だ け 力 を 加 そ る よう に し よう 。 こ うし た 細か い 心 配り が 
プレ イク の 完成 度 に 大 きく 響く も の だ 。 
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SHAPES OF THINGS 


シェ イフ ス : オ プシ ング ス 


by P.S. Smith, К. Relf & J. McCarthy 
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文 サ ウン ド ・ チ ェ ッ ク 

アル バム 『 和 炎 の 舞 」 か ら の シン グル ・ カ ッ ト ・ ナ ン バ 
ー で 、 歌 メロ を 重視 し た メロ ディ アス な 曲 だ 。 こ の あ た 
り は 「 ポ ッ プ な も の は 昔 か ら 好 きだ っ だ た 」 と いう 彼 の 言 
葉 ど お り 、 単 な る へ ヴィ ・ メ タル の 梓 内 に 収まり きら な 
ぃ い ゲ ダイ リー の スケ ー ル の 大 き さ を 感じ きせ る 。 

基本 的 に は スト ラ ト ・ リ ア ・ ピ ッ ク ア ッ プ マー シャ 
ル ・ ア ンプ に よる プラ イト な オー バー・ ド ライ ヴ ・ サ ウ 
ンド で 、 回 較 及 び エ ン デ ィング の オプ ブリ ガー ト の み フ ロ 
ント ・ ピ ッ ク ア ッ プ に よる サウ ンド 。 ア ンプ で 充分 な デ 
ィ ス トー ショ ン が 得 ら れ な い 場 合 に は 、 エ フェ クタ ー の 
カ を 借り よう 。 詳しく は 本 文 を 参照 の こと 。 

文 テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
D: か な り の ハイ ・ ポ ジ シ ョ ン で の チョ ー キ ング ・ フ レ 
ー ズ に な る 。 普 通 こ の よう な > ター ン は 薬指 チョ ー キ ン 
グ な の だ が 、 江 も 出 て 来 た り する だ た め 党 は 中 指 チ ョ ー キ 
ング で 済ま せ 、 色 に 薬指 OBA, Ми) ne 
う 弾 き 方 を する プレ イヤ ー も いる 。 ゲイリー の 場合 どう 
か は 不明 だ が 、 了 臨機 応変 に 行き た いも の だ 。 も ちろ ん 極 
端 な ハイ ・ ポ ジ シ ョ ン 以 外 は 普通 の フィ ン ガ リン グ で い 


②: リ ッ チ ー・ ブ ラッ クモ ア を は じ め 、 ほ と ん どの ロッ 
ク ・ ギ タリ スト が 1 上 度 や 2 度 は レコ ー ド の 中 で 使っ て い 
る は ず の 、 典 型 釣 な プル ー ス ・ ロ ッ ク ・ ギ ター・ フ レー 
ズ だ 。 王 、 全 は 人 差 指 の ジョ イン ト ・ フ ォ ー ム で 、 滞 は 
薬指 チョ ー キ ング 。 いわゆる “ 異 弦 同音 チョ ー キ ング " 
に な る も の だ 。13 フ レッ ト は 人 小指 、 薬 指 の どちら で も 可 。 
©: 普通 の 低音 弦 に よる 省略 コー ド ・ フ ォ ー ム で も いい 
の だ が 、 ど う も 音 の 枚 き か らし て 普通 の コン プリ ー ト な 


フォ ー ム で 押さ えて 、 低 音 弦 中 心 に ピッ キン グ し て いる 
よう に 聴こえ る 。 そ こ で その よう に 記 護 し て お いた が 、 あ 


まり こだわ ら な く て も いい 。X 印 は いわ ゆる カッ ティ ン 
グ 音 で 、 左 手 を 浮か せ た 状 態 で ピッ キン グ す る こと 。 
(D: ここ は 楽譜 に 指定 し て ある コー ド ・ ネ ー ム と ギタ ー 
の コー ド ・ フ ォ ー ム が 一 致し て いな い が 、 気 に せ ず その 
まま 押 き える こと 。 ベ ー ス や キー ボー ド と まじ る こと で 
トー タル な 響き が 指定 の コー ド に な る の だ 。Em7 や A と 
いっ た コー ド の と ころ は 1 弦 の ミュ ー ト を 忘れ な いこ と 
が 大 切 だ 。 

⑤:・ こ の 曲 の ギタ ー・ ソ ロ は ほとん ど ア ドリ プ ブ で は な く 、 
事前 に 考え て お いた フレ ー ズ が 使わ れ て いる こと に まず 
注目 し て ほし い 。 次 に この 部 分 の 2 小節 目 の 3 8أ‎ 
の フィ ン ガ リン グ だ が 、 舎 一 子 へ の スラ イド は 当然 薬指 
に し て 、 湊 の 王 は 人 差 指 、 言 も 人 差 指 を 下げ て 押さ えて 、 
その 湊 の 生 は 薬指 と いう パタ ー ン が 一 般 的 だ 。 こ うし た 
固定 され な い ポ ジ シ ョ ン の フィ ン ガ リン グ は 3 連 符 の と 
き に 多く 出 て くる こと も 覚え て お こう 。 

⑥: リ ピー ト ・ エ コー (デジ タル で も アナ ログ で も 、 ど 
ちら で も OK) の リピ ー ト ・ タ イム を ちょ うど 1 拍 の 長 さ 
と 同じ に する こと で リズ ム を 合わ せ て いる 部 分 。 ラ イヴ ・ 
ステ ー ジ の 場合 、 事 前 に 合わ せ て お いて も テン ボ の 狂い 
な ど で ズ レ て し まい が ちな の で 、 あ まり ハデ に 使わ な い 
方 が ボロ が 出 な いか も し れ な い 。 う まく シン クロ し て キ 
マ れ ば カッ コイ イ の だ が …… е 

⑦ : 291339639. XB. 1019 1н: a 4 У К, УВА 
と いう フィ ン ガ リン グ に な る 。 ポ イン ト は 19 フ レッ ト の 
ジョ イン ト で 、 全 を 弾い た ら 必 ず 一 度 指 を 浮か せる よう 
に し て (つま り カ ッ テ ィ ング し て ) тыпо ІІ X 
て ピッ キン グ す る よう に し よう 。 そ うし な いで 押さ えた 
まま で 弾く と リズ ム に ノリ が な く な る だ け で な く 、 音 が 
重なっ て 響い て し まう こと に な る 。 
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x サウ ンド ・ チ ェ ッ ク 


スト ラ ト で も レス ポー ル 的 な 太い サウ ンド を 引き 出し 
て し まう ゲイ リー だ が 、 こ の 曲 で も か な り フ ァ ッ ト な オ 
ドラ イヴ ・ サ ウン ド を 聴か せ て くれ て いる 。 手 
っ 取り 早く は スト ラ ト を コン パク ト ・ エ フェ クタ ー の デ 
ィ ス トー ショ ン に 突っ 込み 、 そ れ を ヴォ リュ ー ム ・ フ ル ・ 
アッ プ の チュ ー ブ ・ ア ンプ に プラ グ ・ イ ン す る と いう 感 
じ だ ろう 。 ア ンプ の モッ ティ ング は バス 6 一 7 š Ел 
10、 ト レブ ル 7 一 8 位 を 目安 に 。 も ちろ ん フェ ンダ ー・ 
テンプ 等 の 場合 は トレ ブル を 押さ え 気 味 に し な いと 、 た 
だ 征 ざ わり な だ け の シャ リ シ ャ リ ・ サ ウン ド に な っ て し 
まう の で 注意 する こと 。 

文 テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
O: リッ チー 風 の 複 音 ド ロー ン ・ サ ウン ド (低音 の 4 度 
また は 5 度 和 音 に よる 進行 ) リフ ・ バ パパ ターン で 、 人 差 指 
と 薬指 (また は 小指 ) の ジョ イン ト に よる 押さ え 方 で プ 
レイ する 。 特に 難し いも の で は な い が 、 各 弦 を 弾き 分 け 
る ピッ キン グ と 、 そ の 時 の 不要 弦 の ミュ ー ト が 大 切な ポ 
イン ト に な る 。 弦 の 弾き 分 け は 慣れ る し か な い が 、 ミュ 
ー ト は 余っ て いる 指 や 右手 の ミュ ー ト ・ フ ォ ー ム を 活用 
し て 確実 に に 、 ス ムー に キメ られ る よう に 工夫 し よう 。 
ری‎ : これ も また ゲイ リー の 得意 と する パタ ー ン の ひと つ 
で 、 他 に ラン ディ ・ ロ ー ズ な ども よく 使う 開放 弦 ま で の 
連続 プリ ング 奏法 だ 。 ひとつ ひと つの P を し っ か り と 力 
を 入れ て キメ れ ば それ 自体 難し く は な い は ず だ が 、 こ こ 
で は フレ ー ズ の タイ ミン グ ( 半 拍 3 連 ) が 重要 と な っ て 
いる 。 理屈 で 考え る より 、 耳 で タイ ミン グ を 掴ん で 弾き 
だ た い 部 分 だ 。 
©: 前 項 の 連続 プリ ング の 発展 型 で 、 さ ら に 連続 ハン マ 
リン グ も 組み 合わ せら れ て いる フレ ー ズ だ 。 ぐ ①② 同様 、 テ 


ーー ノバ ーー • 


クニ ッ ク そ れ 自 体 よ り も タイ ミン グ が が トリッキー で 難し 
い プ レイ な の で 、 何 度 も くり 返し て 練習 し て 慣れ て し ま 
う やり方 が 能率 的 だ どろ う 。② よ り は タイ ミン グ が と りや 
すい と 思う の で 、 最 初 は ゆっ くり 弾い て みる の も いい 。 
4: 号 中 指 、 靖 楽 指 、 形 人 差 指 た いう フォ ー ム だ が 、 な 
る べく 2、3 弦 の 音 が 重 な ら な いよ うに 右手 は や や ミュ 
ー ト 気味 に し て 弾く こと 。 思い の ほか ピッ キン グ が や っ 
か いな フレ ー ズ な の で 、 ま ず 遅 い ス ピー ド で 練習 を 始め 
て ピッ キン グ (ПУП TI) に 慣れ る よう に し よう 。 
@: よく ある タイ プ の 2 、3 弦 に よる ハー モナ イズ ド ・ 
チョ ー キ ング 。 楽譜 上 は 必要 以上 に 複雑 に な る の を さけ 
て 1 音 チ ョ ー キ ング の 表示 と し た が 、 現 実に この よう に 
2、3 弦 で チョ ー ク する と 2 弦 は 半音 程度 、3 弦 は 1 音 
の チョ ー キ ング に 自然 に 落ち 着く は ず で 、 そ れ が また 独 
特 の 効果 を 出す も の な の だ 。 フォー ム と し て は 薬指 の ジ 
ョ イン ト の まま チョ ー ク する も の と 、 3 弦 薬 指 、2 弦 小 
指 で チョ ー ク する も の が あり 、 ど ちら で も よい 。 №. A 
前 の 3 (開放 ) は 意識 的 に ピッ キン グ し た も の で は な い 
E335 

©: 1 オク ター ウ 違 い の 同 ヒ じ ヒ フ レー ズ が 連続 し て 、12 フ 
レッ ト 分 の ポジ ショ ン ・ ダ ウン が 要求 さき れる 。 も ちろ ん 
最初 の まま の ポジ ショ ン で も 弾け る の だ が 、 直 後 の フ レ 
ー ズ は ポジ ショ ン ・ 
無理 に で も ダウ ン す る 必要 が ある の だ 。 

Ф: か な り ハ ー ド な 速 弾 きえ ケー リン グ ・ フ レー ズ で 、 
ご ま か し の 効か な い 部 分 。 じ っ くり タプ と に ら め っ こし 
な が ら 気 長 に 練習 し て ほし い 。 スケール その も の の フィ 
ン ガ リン グ は それ 程 で も な い が 、 何しろ スピ ー ド が 違う 。 
Ф: いわ ゆる オク ター ウツ 奏法 と トレ モロ ・ ピ ッ キ ング の 
組み 合わ せ に よる フレ ー ズ で 、 ピ ッ キ ング に は あま りこ 
だ わら ず 、 全 体 に 浮か ん で くる は ず の メロ ディ ー を キメ 
る よう に コピ ー し だ たい 。 オクターヴ ・ フ ォ ー ム は 人 差 指 
と 小指 を 使っ て 、 不 要 弦 は 確実 に ミュ ー ト する こと 。 


ダウ ン し て いな いと 弾け な いも の で 、 
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文 サ ウン ド ・ チ ェ ッ ク 

スト ラ ト と マー シャ ル ・ ア ンプ に よる ナチ ュ ラ ル な オ 
ー バ パー・ ド ライ ヴ ・ サ ウン ド を 更に パワ ー・ ア デップ きせ 
る と いう 点 が 基本 的 な ポイ ント 。 特 に 人 迫力 ある 低音 に は 
気 を 配っ て ほし い 。 

エコ ー に 関し て は 、 ミ ックス ・ ダ ウン 時 に か ける リバ 
ー プ 以外 は 足元 の アナ ログ ・ デ ィ レ イ に よる 若干 深 目 の 
山彦 エコ ー (リピート 2 一 3 回 ) の み で 、 ス テレ オ に は 
し て いな い 。 し か し 、 こ の 山彦 エコ ー が 無い と と ん で も 
な い 薄 っ べら な サウ ンド に な っ て し まう の で 、 是 非 用 意 
し だ た いも の だ 。 

テク ニッ ク ・ チ ェ ッ ク 

まっ た く フ リー な リズ ム で の ギタ ー・ ソロ な の で 、 拍 
子 記 号 は 付け て いな い 。 従っ て 、 小 節 を 区 切る バー・ ラ 
イン や 音符 の 長 さ を 示 す 符 尾 は あく まで も 目安 と し て と 
ら え て ほし い 。 つ まり 、 各 フレ ー ズ の スピ ー ド や タイ ミ 
ング は 君達 1 人 ひと り が 実際 に レコ ー ド か ら 感 じ 取 っ て 
も らち うし か な い 、 と いう こと だ 。 
Di 多 と 婦 の スピ ー デ ィ な トリ ル か ら 、 玩 で 得 ら れる へ ハ 
TERT ALT HAT ASS = Ез この ヘー モエ ニク 
ス と アー ミン グ の コン ビ ネ イ ショ ン は 、 最 近 の へ ヘヴィ ・ 
メタ 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ ギ タリ スト が 好 ん で よく 使う 手 
だ 。 


②:E ド リア ン に よる スケ ー リ ング 。 4-5 САЗЫН 
5 フレ ッ ト 、 中 指 7 フ レッ ト 、 小 指 9 フ レッ ト と いう フ 
ィ ン ガ ー・ ス トレ ッ チ が 出 て くる の で 気 を つけ よう 。 
©: 6 連 の フレ ー ズ を 1 フレ ッ ト ず つ そ の まま ずら し て 
いく と いう 、 ゲ イリ ー お 得意 の フレ ー ジ ング 。 出 だ し の 
17v—XC74-793U0z2Z*W 2k. 15 Л 46 
139—195 A 2219—2195 E... と な る が 、5 フ レッ ト 付 
近 ま で き て 苦し いよ うな ら 央 薬指 、 沈 小指 と いう パタ ー 
ン に 変え て も よい 。 し か し 、 よ り ス ピー ディ に キメ た い 
の な ら ば 、 小 指 は 避け た 方 が いい だ ろう 。 

ハー モニ ックス と トリ ル の コン ビ ネ イ ショ ン ・ テ ク‏ : روف 
ニッ ク で 、 最 近 で は ヴァ ン ・ ヘ イレ ン を 始め 多く の ギタ‏ 
リス ト も 使う トリ ッ キ ー な も の 。 左手 は タブ 譜 ど お り の‏ 
トリ ル を くり 返し 、 右 手 人 差 指 又は 中 指 で 弦 に 触れ た ま‏ 
ま 少 し ずつ ずら し て いく わけ だ が 、 ず ら す 位置 は リア ・‏ 
ピッ クア デップ 付近 か ら 12 フ レッ ト 付 近 ま で と いう の が 最‏ 
も 効果 的 な を ポイ ント の よう だ 。 5 弦 の ノイ ズ に 注意 。‏ 
と まっ た く 同 じ 発 想 に よる フレ ー ジ ング だ が 、 今‏ :⑤ 
度 は 1 弦 と 2 弦 を 使っ て 6 連 ご と に 1 フレ ッ ト ず つ ポ ジ‏ 
ショ ン を アッ プ さ せ て いる 。 そ し て 、 人 差 指 14 フ レッ ト‏ 
あ だ り まで き て か ら 入 の 1 音 半 チョ ー キ ング 、 更 に は 2‏ 
背 才 チョ ー キ ング を キメ る と いう も の だ 。‏ 

©: 後半 で 音 使い が スケ ー ル ・ ア ウト する よう な フレ ー 
ズ だ が 、 フ ィ ン ガ リン グ は 一 定 の パタ ー ン を 上 下す る が な 
け な の で それ 程 難し く は な い だ ろ う 。 

@ : ⑤ と 同様 。 

と 同じ 理屈 に よる トリ ッ キ ー な を プレ イ 。‏ ④ : ربق 
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文 サ ウン ド ・ チ ェ ッ ク 

基本 は レス ポー ル の リア ・ ピ ッ ク ア デア ッ プ + フ ル ・ ア ッ 
プ に し た マー シャ ル ・ ア ンプ だ が 、 エ コー 処理 の 仕方 ( 特 
に ソロ の 時 ) が 特に カッ コイ イ の で 、 そ の 辺 の 話 を 。 

まず ドラ イ ・ サ ウン ド が セン ター か ら 聴 こえ て くる と 
それ に 半 拍 遅れ た ディ レイ が 左 の ス え ピ ー カ ー か ら 、 更 に 
半 拍 遅れ た ディ レイ が 右 の ス え スピー カー か ら か すか に 聴 こ 
えて くる と いう 凝り 様 で 、 た だ で きえ ツヤ っ ぱい レス ポ 
ー ル ・ サ ウン ド を 更に ッ ヤ っ ぱく し て いる と いう 訳 だ 。 
も ちろ ん ミッ ウス ・ ダ ウン 時 の 処理 だ ろう けど 、 デ ィ レ 
4 (アナ ログ で も ) と アン プ を 2 台 ず つ 有 用意 すれ ば 似 た 
感じ は 出せ る の で 挑戦 し て みよ う 。 

文 テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
①: アコースティック ・ ギ ター に よる アル ペ ジ オ 。 レコ 
ー ド で は 2 回目 の み に 入 っ て いる が 、 君 達 が 演奏 する 時 
は 3 回 と も 弾い て し まっ て も か まわ な い だ ろ う 。 た だ 、 
ギタ リス ト が 1 人 し か いな い 場 合 は アコ ー ス ティ ッ ク と 
エレ クト リッ ク の 持ち 替え 時 間 が な い の で 、 エ レク トリ 
ッ ク ・ ギ ター の ボリ ュー ム を 下げ だ た 時 に クリ ー ン な (E 
まな い ) サウ ンド が 得 ら れる よう な セッ ティ ング を あら 
か じ め し て お く と いい だ ろう 。 
Ф: プレ イ 自 体 は 大 し た こと は な い の だ が 、 リ ズム の 把 
握 が ちょ っ と 上 難し いか も し れ な い 。 の ば す 音 は じっくり 


の ば す …… と いう ゆったり と し た 気持 ち で 弾く と いい だ 
ろう 。 

®©: 出だし の C の アル ペ ジ オ が この ソロ 全体 を 決定 し て 
し まう 程 効 果 的 な の で 、1 音 1 音 て いね い に 弾 く こ と 。 
特に スタ ッ カ ー ト と レガ ゲート の タイ ミン グ や チョ ー キ ン 
グ の スピ ー ド な ど 、 諸 面 で は 表わし きれ な い ニ ュ ア ンス 
が 最も 大 切な 要素 と な る 。 レ コー ド か らし っ か り 感 じ と 
っ て ほしい 。 

D: ゆっ た り と し た チョ ー ク ダウ ン と スネ スピー ディ な ト 
リル (ハン マリ ング ・ オ ン サ キプリング ・ オ フ ) BRAY 
ト 。 飼 の 1 音 チ ョ ー ク は 、 正 確 な ピッ チ で 大 き な ヴ ィ ブ 
ラー ト を か ける の が 思い の 他 キ ツイ 。 こ うい う 何 で も な 
いよ うな と ころ ほど し っ か り 練 習 す る こと 。 

⑤:D の メジ ャ ー・ ペ ンタ トニ ッ ク ・ ス ケー ル に よる リ 
ッ ク 。 手 クモ の よう な フレ ー ズ だ が 、 小 節 を は みだし て 
し まっ だ た りす る よう で は ダメ 。 し っ か り と し た タイ ム 感 
で 正確 に プレ イ し よう 。 

б: ここ は ⑤ と は 人 逆 に 、 リ ズム を 意識 せ ず 音 を た だ つめ 
込ん だ と いう 感じ の フレ ー ズ 。 た だ 、 最 後 の 争 の 1 É + 
ョ ー キ ング は 正確 に 。 

0: 右手 は スピ ー デ ィ な ピッ キン グ を キー プ (いわ ゆる 
トレ モロ ) し な が ら 、 左手 は ゆっ た り と し だ た メロ ディ を 
弾く と いう も の 。 感覚 的 な 要素 の 強い ギタ リス ト が よく 
使う 奏法 で も ある 。 
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文 サ ウン ド ・ チ ェ ッ ク 

典型 的 な スト ラ ト (シン グル ・ コ イル ) の オー バー・ 
ドラ イヴ ・ サ ウン ド だ 。 バ ッ キ ング ・ ギ ター が 左右 か ら 
聴こえ る が 、 左 は 通常 の サウ ンド 、 右 は フィ ー ド ・ バ ッ 
ク 気 味 の 更 に 過激 な オー バー・ ド ライ ヴ ・ サ ウン ド に し 
て ある あたり が ニク イ 。 も ちろ ん ダビ ング に よる も の だ 
が 、 君 達 が 真似 する 場合 は デジ タル ・ デ ィ レ イ (20—30 
ミリ 秒 の シン グル ・ デ ィ レ イ ) で 2 台 の アン プ に 振り 分 
け 、 両 方 の オー バー・ ド ライ ブ 加 減 に 差 を つけ て や る と 
いい だ ろう (詳し く は 本 文 で)。 

ギタ ー・ ソ ロ の 回 で ピッ ク ・ ア ッ プ を フロ ント に 切り 
換え て いる 点 も 、 お 忘れ な く 。 

文 テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
Ф: 人 差 指 で 7 フレット を セー ハ 、 形 小指 と いう フォ ー 
ム を 作っ て お き 、 そ れ に 登 中 指 を 加え る と いう フィ ン が 
リン グ だ 。 こ の 「 フ ォ ー ム を 作っ て お き 」 と いう の が ポ 
イン ト 。 つ まり 、1 音 1 音 押 えな お す の で は な く 、 丁 度 
アデ アルペジオ の よう な 感じ で デレ イ す る と いう こと だ 。 
©: 開放 弦 を 使っ た フレ ー ジ ング 。G 一 フォ ー ス 時 代 の 
名 曲 「YOU」 の 間奏 で も 使わ れ て いた の で 、 ゲ イリ ー・ 
ムー アア 奏法 を 語る 上 で は 欠か せな い 大 切な プレ イ だ と 言 
える だ ろう 。 ポ イン ト と し て は 、 プ リン グ ・ オ フ す る た 
びに 隣接 する 弦 の ノイ ズ を 出さ ない よう に する こと 。 特 
АЕ У СОВЕ С. 1 AE) DIE CU 57» 
け て し まわ な いよ う 気 を つけ よう 。( 例 えば 3 弦 を プリ ン 
グ ・ オ フ す る 時 に 2 弦 ま で ひっ か け な い よう に 、 と いう 
こと ) 
©: 6 連 の ある パタ ー ン を 、 そ の まま ポジ ショ ン ・ チ ェ 
ンジ する と いう 、 ゲ イリ ー お 得意 の フレ ー ジ ング 。 
Ф: ③ と 同様 。 最後 の #〆『 は 、 右 手 で トレ モロ を キー 
プ し な が らち 左手 で グリ ッ サ ンド を 行なう と いう プレ イ 。 


右手 の トレ モロ が 速 け れ ば 速い 程 カ ッ コ よく キマ る だ ろ 
Э. 

біз Е PUP Sci sear sere フラレ ビーズ と 
уся” ласо а ji, L CÇ va rat. SNIE 
いと 、 ち ょ っ と や そっ と で は 弾け を い だ ろ う 。 5~ 65% 
は 右手 で ミュ ー ト し た まま の ビ ピッキング に な る 。 例 の 、 

ゲイ リー 得意 の 「 プ ブリ ブリ …… 」 フ レー ズ だ 。 

©: 4 分 の 4 拍子 で 記 護 し て ある の で わか り づ らく な っ 
て し まっ た が 、 ア クセ ント の つい て いる 音 か ら 始 まる ワ 
ン ・ フ レー ズ を 1 フレ ッ ト ず つ 上 げ て いく と 思え を ば いい 。 
フィ ン ガ リン グ は 人 差 指 と 中 指 の み だ 。 

@: ここ か ら 、 本 来 の 曲 の イン トロ が 始ま る 。 テ ン ポ は 
この 4 小節 で 決ま っ て し まう の で 、 そ の 点 に の み 気 を つ 
け て プレ イ し よう 。 

EE マイ ナー・ ペ ンタ トニ ッ ク 十 b5th の オー ソ ド ッ ク‏ : رق 
ス な フレ ー ジ ング だ が 、 こ の 曲 の キメ で も ある の で 特に‏ 
リズ ム 面 で 注意 する こと 。 4 分 の 3 折 だ け ア ン テ ィ シ ペ‏ 
イシ ョ ン し て 次 の 小節 に 入る と いう の が ミソ だ 。‏ 

⑨: レ コー ド で は ギタ ー2 本 で プレ イ さ れ て いる も の を 
1 本 で 弾け る よう アレ ンジ し た 。 す の 音 を し っ か り 消 音 
し て か ら ユ ニ ゾ ン ・ チ ョ ー キ ング を キメ る と いう の は 、 

簡単 な よう で 案外 難し い だ ろ う 。 

O: 光 の チョ ー キ ング に は 、 一 般 的 な 1 音 チ ョ ー ク と 2 
音 半 チョ ー ク の 2 通り ある の で 、 タ ブ 議 だけ で は な く 音 
符 の 方 も し っ か り 見 て 確認 する こと 。 

D: ゲイ リー の ギタ ー に は フロ イド ・ ロ ー ズ の よう な チ 
ュー ニン グ ・ ロ ッ ク は つい て いな い が 、 結 構 ハ デ な アー 
ミン グ な の で アー ム の つけ 根 を 折っ て し まわ な いよ うに / 
テク ニッ ク 的 に は アー ミン グ に よる 表情 づけ が ポイ ント 
と な る だ ろう 。2 折 3 連 の タイ ミン グ で 音 を 揺らす な ど 、 
レコ ー ド か らし っ か り 聴 き と る こと が 大 切 だ 。 

OQ: アー ム に よる ドッ プラ ー 奏 法 。 ア ー ム ・ ダ ウン は ゆ 
っ くり と 、 半 音 下 げ る 程度 に 押え よう 。 

49: ⑥ と 同様 の フレ ー ジ ング だ が 、 最 後 の ワ ン ・ フ レー 
ズ だ け フ ィ ン ガ リン グ ・ パ ター ン が 変わ る 点 に 注意 。 
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文 サ ウン ド ・ チ ェ ッ ク 

スタ ジオ 録 斉 で は レス ポー ル を 使用 し て いた が 、 こ の 
ライ ヴ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン で は アー ミン グ が 出 て くる こと か 
ら も わか る よう に スト ラ ト を 使用 し て いる 。 基 本 的 に は 
他 の スト ラ ト + サ マー シャ ル の オー バー・ ド ライ ヴ ・ サ ウ 
ンド と 同じ だ が 、 あ まり 高音 は 強調 し な い ほ う が 曲 に ピ 
ッ タ リ す る だ ろう 。 

エコ ー 処 理 は 、 国 2 回 目 を 除い て 右 か ら オ ー バ ー・ ド 
ライ ヴ ・ サ ウン ド 、 左 か ら デ ィ レ イ 音 が 出 て くる と いっ 
だ ステ レオ に な っ て いる 。 人 より も サウ ンド に 凝り た い 
と いう キッ ズ は 、 ア ンプ を 2 右 用 意 し て トラ イ し て みて 
は どう だ ろう 。 
文 テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
(Ар TF у у Во. BEED Toe) の 散歩 道 」 と いう 
構成 だ が 、 国 に 入る まで は キー ボー ド を バッ ク に し た フ 
リー な テン ポ に よる プレ イ と な っ て いる 。 従っ て 、 小 節 
割り は 、 イ ン ・ テ ン ポ で 弾い た ら こ うな る だ ろう と いう 
想定 の 上 で し て ある わけ だ 。 
D: フレ ー ズ の 流れ か ら す る と 、 こ の 章 の チョ ー キ ング 
は 中 指 で 行なう の が ベス ト だ ろう 。 
Ф: か な り 速 い フ レー ズ だ が 、 ゲ イリ ー に し て みれ ば 指 
グセ で 弾い て し まっ た と いう 感じ の プレ イ だ 。 ハ ンマ リ 
ング ・ オ ン 、 プ リン グ ・ オ フ を 多用 し て スム ー ズ に 音 を 
つなげ る と いう の が ポイ ント と な る が 、 も と も と テン ポ 
は フリ ー な の だ か ら 、 初 めのう ち は ゆ っ くり と 正確 に 弾 
く よ う 心掛け る こと 。 
رق‎ : 普段 スケ ー ル 練習 を ちゃ ん と や っ て いる 人 に は それ 
程 難し い プ レイ で は な い は ず 。 ポ ボ ポジション が 低い の で 、 
4 フレ ッ ト は 小指 で 押え よう 。 そ れ に し て も 、D/ 万 と いう コー 
ド で D# 音 (を ) を 平気 で 使っ て し まう あたり の 大 胆 さ … ノ 


か ら の テン ポ が 決ま る 。 頭 の 中 で し っ か り 
曲想 を 描い て か ら 弾 き は じ め よ う 。 

б): 薬指 一 中 指 の プリ ング ・ オ フ か ら 、 そ の まま 中 指 で 
スラ イド ・ ダ ウン 。 

何 の こ と は な い 、 た だ の マイ ナー・ ペ ンタ トニ ッ ク‏ : رق 
スケ ー ル に よる フレ ー ズ 。 プ リン グ ・ オ フ を 使っ て 音 に‏ 
流れ を 持た なせ て いる 点 が ポイ ント だ 。 最後 の すき (薬指 )‏ 
は 、 次 の A7 へ つなげ る た め に 半音 チョ ー ク し て いる 。‏ 
Ф: グッ と た だ ため 込ん を だ タイ ミン グ を し っ か り 把 握 し よう 。‏ 
合 を ピッ キン グ す る 直前 に アー ム ・ ダ ウン させ て お‏ :⑧ 
き 、 ピ ッ キ ング する と 同時 に アー ム を 上 離す 。 その後 へ‏ 
プリ ング ・ オ フ し て 、 そ の まま アー ム ・ ヴ ィ ブ ラー ト を‏ 
か ける …… と いう テク ニッ ク 。 も ちろ ん ピッ キン グ は 最‏ 
初 の 1 回 だ け 。‏ 

Ө): 小節 の 頭 の 素 速い グリ ッ サ ンド で ポジ ショ ン を 変え 
て いく 。 左手 の 安易 さよ り も フレ ー ズ の 流れ を 大 切 に し 
だ た プレ イ と 言え る だ ろう 。 

40: すべ て 人 差 指 と 薬指 に よる フィ ン ガ リン グ だ 。 だ た だ し 、 
ポジ ショ ン ・ チ ェ ン ジ す る だ た め の 靖 の グリ ス だ け は 中 指 で 。 
D: 王 を ピッ キン グ し た 後 1 音 半 の アー ム ・ ダ ウン (О 
まり C 音 が A 音 に 下がる だ け の アー ム ・ ダ ウン ) を 正確 
に 行ない 、 下 が り 切 っ た と ころ で 一 瞬 音 を ミュ ー ト し て 
アー ム を 離し 、 改 め て 堂 の A 斉 を も う 一 度 ピ ッ キ ング す 
る と いう トリ ッ キ ー な プレ イ 。 とにかく, アー ム ・ ダ ウ 
ン の 音程 を 正確 に 。 

D: 8 分 の 6 拍子 の 半 折 3 連 に お ける 4 拍 フレ ー ズ 。 つ 
まり 、 半 折 3 連 4 つ で ワン ・ フ レー ズ に な っ て いる と い 
うこ と だ 。 こ うい う フ レー ズ は 、 必 ず メ トロ ノー ム を 使 
っ て 練習 する こと が 大 切 。 

B: ジェ フ ・ ベ ッ ク の よく 使う フレ ー ズ 。 ス ピー ディ な 
チョ ー キ ング が ポイ ント だ 。 - 

D: 右手 は トレ モロ を キー プ し 、 左手 は 人 差 指 と 中 指 で 
トリ ル (は トリ ル 指 定 ) し な が ら ポ ジ シ ョ ン を 下げ て 
いく と いう プレ イ 。 タブ 譜 で カッ コ に 入っ て いる 数 字 は 
人 差 指 で 押え る フレ ッ ト ・ ナ ン バ ベ バー だ 。 
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SUNSET ~PARISIENNE WALKWAYS 


サン セッ トー ハリ の 散歩 道 


Sunset by G.Moore 
Parisienne Walkways by P. Lynott & G. Moore 
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Parisienne Walkways: © 1979 by MR SAM MUSIC LTD. 
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文 サ ウン ド ・ チ ェ ッ ク 


左 が コー ド ・ バ ッ キ ング 、 右 が コー ド ・ バ ッ キ ング 十 
リフ 、 セ ンタ ー や や 左 寄 り が リー ド と いう の が 、 こ の 曲 
に お ける ギタ ー の 内 訳 。 い ずれ も スト ラ ト ・ リ ア ・ ピ ッ 
クア ッ プ と マー シャ ル ・ ア ンプ に よる シン グル ・ コ イル 
の オー バー・ ド ライ ヴ ・ サ ウン ド 。 雄 み 方 が 足り な いよ 
うな ら デ ィ ス トー ショ ン 、 ブ ー ス ター な ど を か ませ て ノ >\ 
ワー・ ア デップ し て や ろう 。 

と は 言っ て も ゲイ リー の 場合 、 し っ か り と 低音 まで ババ 
ラン ス よ く 出 て いる と いう 事 も 頭 に 入れ て お く こ と 。 低 
音 の きい た サウ ンド で ミス る と すご く 目 立つ の で 、 つ い 
つい 絞り 気味 に し て し まう 人 が 多い よう だ けど …… Š 
文 テ クニ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
(D: この 曲 の メイ ン に な る リフ 。16 ビ ー ト ・ オ ル タ ネ イ 
ト ・ ピ ッ キ ング で 歯切れ よく プレ イ す る こと 。 特に 16 分 
休 符 や スタ ッ カ ー ト 指定 に は 気 を つけ よう 。 
®: フレ ー ズ (リフ) の 流れ を 優先 させ る た め 、 同 じ Em 
の コー ド ・ ワ ー ク で も ポジ ショ ン が 変っ て いる 点 に 注意 。 
رو‎ : ここ の スタ ッ カ ー ト は 、 右 手 に よる ミュ ー ト 指定 だ 。 
Ф: 古く は ベン チャ ー ズ や 寺内 タケ シ も や っ て いた プリ 
ング ・ オ フ ・ フ レー ズ 。 ジェ フ ・ ベ ッ ク も カッ コ よ く キ 


メ て いた が 、 そ の ジェ フ を 尊敬 し て いる と いう ゲイ リー 
な ら で は の プレ イ と いえ る だ ろう 。 開放 弦 に 向け て の 連 
続 プ リン グ ・ オ フ な の で 、 他 の 弦 ま で ひっ か け て ノイ ズ 
を 出さ な いよ うに する た め に は ちょ っ と し た 工夫 が 必要 。 
あま り 指 を バラ つか せな いと いう こと も 大 切 だ 。 

б: を 人 差 指 の 大 き な ヴ ィ ブ ラー ト が ポイ ント 。 手 の 平 
全体 を 人 差 指 を 支点 に し て 大 きく 揺らす と いう の が 基本 
的 な 人 差 指 の ヴィ プラート の か け か た だ が 、6 弦 と いう 
こと も ある の で 結構 が いる 技 だ 。 

©: 2、3 フ レッ ト 人 差 指 、4 フレ ッ ト 中 指 、5 フ レッ 
ト 薬指 と いう フィ ン ガ リン グ 。 ЕРЕ を 強調 し て いる と い 
う 点 が フレ ー ズ の 特徴 と な っ て いる (スパ ニッ シュ ・ ス 
ケー ル に 近い ニュ アン ス だ ) が 、 ス ピー ド と いう こと を 
除け ば それ 程 難し い プ レイ で は な い 。 音 を つめ 込む 感じ 
で 、 ピ ッ キ ング は で きる だ け 省 く と いう の が コツ だ ろう 。 
Ф: 譜面 で は 便宜 上 9 連 や 7 連 を 使っ て いる が 、 ゲ イリ 
ー が それ を 意識 し て 弾い て いる わけ で は 決し て な い 。 と 
に か く 音 を 目 一 杯 つめ 込ん を だ ら こ うな っ だ と いう こと だ 。 
ゆっ くり 弾け ば 何で も な い フ レー ズ な の だ が …… 。 最後 
の 6 連 は 、 右手 で トレ モロ し な が ら 駆 け 上 っ て いく と い 
う も の 。 従っ て 、 必 ず し も 6 連 で ある 必要 は を な い 。 
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悲し き 願 い 


by B.Benjamin, S. Marcus & G. Caldwelli 
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